
幼稚稚園で梅干しなどを作ります。たくさん採れました。「いいにおいがする」 と子どもたち。
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五
　
條
　
市

楽しく学ぶ地域の特産物
　柿とならぶ五條市の特産物、「梅」。今
年も６月初旬から、味も品質も良い五條
の梅が全国に出荷されています。
　梅の産地にある西吉野幼稚園では、食
べ物を通して地域の特産や文化を学ぼう
と梅の収穫を行いました。子どもたちは
「梅干しは苦手だけど、梅の実はいいにお
いがする」「自分で作った梅干しなら食べ
られるかも」などと興味を持っていました。
収穫した梅は、幼稚園で梅干しや梅ジュ
ースにする予定です。
写真：西吉野幼稚園付近の梅畑（６月３日撮影）　
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きれいな梅がいっぱいとれたよ！

No
.78
8 2014

みんなとつながる。こうほうごじょう。
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9 2014



ご
み
焼
却
場
の
移
転

　

本
市
と
御
所
市
、
田
原
本
町
が

行
政
区
域
を
越
え
、
広
域
で
ご
み

処
理
施
設
を
建
設
。
建
設
費
や
運

営
コ
ス
ト
の
削
減
と
環
境
負
荷
の

低
減
を
図
り
ま
す
。
現
在
、
や
ま

と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
で
、

施
設
建
設
に
向
け
事
務
を
進
め
て

い
ま
す
。

消
防
事
務

　

広
域
化
に
伴
い
、
消
防
事
務
は

本
年
４
月
１
日
か
ら
奈
良
県
広
域

消
防
組
合
に
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
西
吉
野

救
急
出
張
所
が
運
用
を
開
始
し
、

五
條
消
防
署
、
大
塔
分
署
お
よ
び

十
津
川
分
署
と
と
も
に
本
市
の
防

災
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
に
と
も
な
い
、
本
年
４
月
か

ら
消
防
団
お
よ
び
消
防
水
利
に
関

す
る
事
務
は
危
機
管
理
課
の
所
管

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
地
震
等
に
よ
る
大
災
害

等
に
備
え
る
た
め
、
五
條
市
消
防

団
と
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
と
の

更
な
る
連
携
を
図
り
、
防
災
、
減

災
に
取
り
組
み
ま
す
。

紀
伊
半
島
大
水
害

大
塔
地
区
の
災
害
復
旧
復
興

　

大
塔
地
区
の
復
旧
・
復
興
に
は
、

国
、
県
、
市
が
一
丸
と
な
っ
て
懸

命
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
現

在
は
、
災
害
対
策
か
ら
復
興
へ
、

地
域
の
将
来
を
見
据
え
、
安
全
に

安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

阪
本
地
区
に
建
設
し
て
い
た
天

辻
住
宅
４
戸
は
５
月
20
日
に
完
成
。

現
在
入
居
に
向
け
た
準
備
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
宇
井
住
宅
２
戸
に

つ
い
て
も
、
一
日
も
早
い
完
成
に

向
け
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
宇
井
地
区
の
市
道

の
改
良
、
宇
井
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
の
建
設
を
行
う
計
画
で
、

現
在
設
計
等
の
業
務
を
進
め
て
い

ま
す
。

新
庁
舎
整
備
に
対
す
る
取
組

　

昨
年
立
ち
上
げ
た
新
庁
舎
整
備

研
究
委
員
会
で
協
議
し
て
い
た
だ

い
た
新
庁
舎
の
建
設
地
は
、
本
年

４
月
に
報
告
書
と
し
て
答
申
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
１

月
に
は
、
議
会
の
新
庁
舎
建
設
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
検
討
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
庁
舎
整
備
は
、
有
利
な
財
源
が

活
用
で
き
る
よ
う
、
合
併
特
例
債

の
起
債
期
限
の
平
成
32
年
度
竣
工

に
向
け
、
事
業
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

地
域
公
共
交
通

　

昨
年
度
か
ら
、
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
樫
辻
線
の
枝
線
と
し

て
、
北
曽
木
地
区
お
よ
び
大
平
地

区
に
運
行
、
ま
た
、
デ
マ
ン
ド
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て
、
交

通
空
白
地
だ
っ
た
大
澤
、
木
ノ
原

お
よ
び
二
見
地
区
に
運
行
を
実
施

し
ま
し
た
。
本
年
度
は
運
行
形
態

を
抜
本
的
に
見
直
し
、
将
来
を
見

据
え
た
新
た
な
交
通
形
態
を
導
入

す
る
た
め
、
導
入
地
域
等
の
検
証

や
運
行
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

自
衛
隊
の
誘
致

　

今
年
度
の
防
衛
省
の
予
算
に
、

奈
良
県
南
部
地
域
に
お
け
る
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
含
む
自
衛
隊
の
展
開
基

盤
の
有
用
性
の
調
査
費
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
奈
良
県
と
連
携
し
て

防
衛
省
の
現
地
調
査
に
対
応
し
、

引
き
続
き
知
事
と
共
に
政
府
要
望

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
駐
屯
地
の

誘
致
の
気
運
を
高
め
誘
致
実
現
に

平成 26年度の重点施策
▼ふるさとの復旧復興と災害に強いまちづくり

▼『住み続けたい、訪れたい』と思えるまちづくり

▼大きな『夢』と『志』をもって社会を

　生き抜く人間を育むまちづくり

▼将来の市政運営を支える行財政改革の推進

　６月２日開会された五條市議会６月定例会で、太田市
長が市政の報告を行いました。五條市が取り組んでいる
事業などの主なものについて、執行状況などを皆さんに
お知らせします。

市長就任から４年目の今年を
「成る」の年といたしました。
市政運営においても「為し遂
げよう」という強い意思を持
って行動することを大切にし
ています。行財政改革を進め、
住んでよかったまちづくり、
元気な五條市の実現に向けた
取組を進めます。

2市政の報告



寄
与
す
る
目
的
で
、
奈
良
県
防
衛

協
会
五
條
支
部
の
事
務
所
を
危
機

管
理
課
に
置
き
ま
し
た
。
会
員
の

拡
大
に
向
け
た
事
業
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

申
請
受
付
を
８
月
か
ら
行
い
、

10
月
か
ら
給
付
を
開
始
す
る
た
め
、

現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

京
奈
和
自
動
車
道

　

大
和
御
所
道
路
の
御
所
区
間
、

約
１
３
．
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、

平
成
28
年
度
の
大
和
御
所
道
路
区

間
の
全
線
供
用
開
始
が
正
式
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
誘
致

　

京
奈
和
自
動
車
道
の
開
通
は
、

五
條
市
で
の
企
業
活
動
に
大
き
な

優
位
性
を
も
た
ら
し
ま
す
。
現
在

数
社
の
企
業
が
、
北
宇
智
工
業
団

地
へ
の
進
出
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

近
畿
圏
の
み
な
ら
ず
、
中
部
地
方

や
東
海
地
方
の
企
業
に
も
積
極
的

に
誘
致
活
動
を
進
め
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
の
拡
充

　

本
年
４
月
か
ら
、
助
成
の
対
象

を
０
歳
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で
の

入
院
お
よ
び
通
院
と
中
学
生
の
入

院
の
医
療
費
に
ま
で
広
げ
運
用
し

て
い
ま
す
。

結
婚
相
談
所

　

本
年
７
月
か
ら
結
婚
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
五
條
市
、
社
会
福

祉
協
議
会
お
よ
び
五
條
市
商
工
会

の
三
者
で
「
五
條
市
結
婚
相
談
協

議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
毎
月
２
回

相
談
所
を
開
設
。
未
婚
者
の
結
婚

相
談
や
登
録
、
お
見
合
い
相
手
の

紹
介
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
少

子
化
と
人
口
減
少
の
歯
止
め
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

観
光
行
政

　

昨
年
度
に
続
い
て
実
施
し
て
い

る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
旅
行
券
」

の
売
れ
行
き
は
好
調
で
、
本
市
へ

の
入
り
込
み
客
の
増
加
が
期
待
で

き
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

　

少
子
化
が
進
む
中
、
児
童
生
徒

数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

達
に
充
実
し
た
教
育
を
保
障
す
る

た
め
、
幅
広
い
検
討
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
五
條
市
学
校
適
正

化
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
教
育

内
容
や
規
模
、
配
置
の
適
正
化
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

学
校
教
育

　

今
年
度
は
、
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
対
象
学
年
で
あ
る
小

学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
だ

け
で
は
な
く
、
市
独
自
で
小
学
校

４
、
５
年
生
と
中
学
校
１
、
２
年

生
で
も
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

学
力
向
上
推
進
委
員
会
を
設
置
。

実
態
と
課
題
を
明
確
に
し
て
、
対

策
の
充
実
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

学
校
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

五
條
市
学
校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
チ
ー
ム
が
学
校
や
幼
稚
園
を

計
画
的
に
訪
問
。
学
校
改
善
の
方

向
や
具
体
的
な
方
策
を
示
す
こ
と

に
よ
り
、
学
校
お
よ
び
幼
稚
園
の

経
営
、
教
育
活
動
等
の
更
な
る
充

実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

　

学
力
向
上
を
目
指
し
た
取
組
、

伝
統
芸
能
や
ふ
る
さ
と
学
習
の
取

組
、
小
中
が
連
携
し
た
取
組
等
を

計
画
し
た
、
小
学
校
４
校
、
中
学

校
２
校
の
計
６
校
を
指
定
。
学
校

の
規
模
や
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
特
色
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

い
じ
め
不
登
校
対
策

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
男
女
そ
れ
ぞ

れ
１
名
の
体
制
と
し
、
幅
広
い
層

の
面
接
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
の
充
実
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
い
じ
め
防
止
対
策

で
は
、
昨
年
12
月
に
「
五
條
市
い

じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
」
を

設
置
。
い
じ
め
問
題
解
決
に
向
け

た
情
報
交
換
と
、
連
携
お
よ
び
指

導
対
策
で
関
係
者
の
意
見
を
共
有

し
て
お
り
、
一
人
で
も
多
く
の
不

登
校
児
童
・
生
徒
が
復
帰
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

4 月から現在までの市の取組をお知らせします

市政の報告

市政
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災害時の相互応援協定を締結
農業実習の縁、北海道余市町5/30

　

こ
の
た
び
五
條
市
は
、
北
海
道
の

日
本
海
側
、
積
丹
半
島
に
あ
る
余
市

町
と
災
害
が
発
生
し
た
際
の
応
援
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
町
と
は
昭
和
41
年
か
ら
続
く
五

條
高
校
賀
名
生
分
校
の
生
徒
に
よ
る

農
業
実
習
で
縁
が
あ
り
、
今
回
の
行

政
間
連
携
に
発
展
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
発
生
時
の
食
料
、

生
活
必
需
品
、
被
災
者
の
一
時
収
容

施
設
の
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
支
援
等
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

大
規
模
な
災
害
で
は
、
地
方
公
共
団

体
の
区
域
を
越
え
た
連
携
が
必
要
で

す
。
今
後
も
、
災
害
が
発
生
し
た
際

に
市
民
生
活
の
早
期
安
定
が
図
れ
る

よ
う
各
種
団
体
と
協
定
を
結
ぶ
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

さわやかな風に吹かれて雄大に泳ぐこいのぼり

吉野川フェスタ 2014 開催
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
吉
野
川
に
生

息
す
る
ア
ユ
や
カ
メ
、
ザ

リ
ガ
ニ
な
ど
の
ミ
ニ
水
族

館
コ
ー
ナ
ー
や
、
五
條
消

防
署
に
よ
る
は
し
ご
車
の

搭
乗
体
験
、
五
條
警
察
署

に
よ
る
パ
ト
カ
ー
・
白
バ

イ
の
試
乗
体
験
、
大
道
芸

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ミ
ニ
Ｓ

Ｌ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
か
で
も
「
五
條
市
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
大
集
合
！
」
で
は
市

内
で
生
ま
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
が
は
じ
め
て
勢
ぞ
ろ
い
し

て
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
終
日
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
と
歓
声
で
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

5/25

　

雄
大
に
泳
ぐ

こ
い
の
ぼ
り
を

見
な
が
ら
楽
し

い
ひ
と
と
き
を

過
ご
そ
う
と
吉

野
川
の
河
川
敷

で
、「
吉
野
川
フ

ェ
ス
タ
２
０
１

長寿ふれあい健康祭
世代間交流で、生きがいと健康づくり 5/21

　

地
域
に
住
む
お
年
寄

り
と
若
者
と
の
世
代
間

の
交
流
を
深
め
よ
う
と

開
催
さ
れ
て
い
る
長
寿

ふ
れ
あ
い
健
康
祭
。
今

回
は
荒
天
の
た
め
西
吉

野
小
中
学
校
の
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
平
成
４
年

か
ら
実
施
さ
れ
、
今
回

で
23
回
目
と
な
り
ま
す
。

第 23回

　

地
域
の
皆
さ
ん
や
五
條
高
校
賀
名
生
分
校
の
生
徒
、
西

吉
野
幼
稚
園
児
ら
合
わ
せ
て
約
６
０
０
人
が
参
加
。
奈
良

県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
や
、
屋
内
競
技
を
楽
し
み
な
が
ら
、

世
代
を
超
え
て
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

たくさんの来場者でにぎわいました。

こ
ん
な
魚
が
吉
野
川
に
い
る
の
？
と
驚
く
子
ど
も
た
ち
。

は
し
ご
車
の
搭
乗
体
験
は
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

太
田
市
長
と
握
手
を
交
わ
す
、
余
市
町
の
嶋 

保
町
長
。

会
場
を
盛
り
上
げ
た
奈
良
県
警
察
音
楽
隊
の
皆
さ
ん
。

世代を超えて楽しく交流しました。

五
條
市
内
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
大
集
合
。

4GOJO フォトニュース
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阪
合
部
保
育
所
の
園
児

19
人
と
保
護
者
が
、
も
ち

米
の
田
植
え
を
体
験
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
農

業
の
体
験
を
と
お
し
て
子

ど
も
た
ち
に
食
物
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、

地
域
の
N
P
O
法
人
ふ
る

さ
と
振
興
組
合
（
西
川
義

宣
理
事
長
）
の
協
力
の
も

と
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ぬ
か

る
ん
だ
田
に
足
を
取
ら
れ

て
ど
ろ
ん
こ
に
な
り
な
が

ら
「
初
め
て
入
る
田
ん
ぼ

は
冷
た
く
て
気
持
ち
い
い
」

「
苗
を
さ
す
の
が
お
も
し
ろ

い
」
と
楽
し
く
苗
を
植
え

て
い
ま
し
た
。
き
れ
い
な

水
や
土
で
育
っ
た
も
ち
米

は
、
秋
に
収
穫
し
て
皆
で

食
べ
る
予
定
で
す
。

　

農業体験で食べ物に興味を

阪合部保育所 園児が田植え体験
6/13

　

平
成
23
年
の
紀
伊
半
島
大
水
害
で
被

災
し
、
住
み
慣
れ
た
家
を
失
っ
た
被
災

者
の
皆
さ
ん
へ
の
復
興
住
宅
「
新
天
辻

住
宅
」
が
大
塔
町
阪
本
に
完
成
し
、
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
完
成
し
た
の

は
木
造
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
79

㎡
の
４
棟
の
住
宅
で
、
４
世
帯
９
人
が

入
居
し
ま
す
。

　

竣
工
式
で
あ
い
さ
つ
し
た
太
田
市
長

は
、「
災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
は
着
実
に

天辻に復興住宅が完成大塔町の復興へ歩み5/31

歩
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
宇
井

の
住
宅
も
一
日

も
早
く
完
成
さ

せ
た
い
」
と
、

着
実
な
復
興
に

向
け
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　

阿
太
小
学
校
の
生
徒
56
人
が
、
西
阿
田
の

吉
野
川
河
川
敷
で
鮎
の
稚
魚
の
放
流
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

放
流
さ
れ
た
の
は
同
地
域
で
河
川
の
護
岸

工
事
を
し
て
い
る
建
設
会
社
、
髙
﨑
組
が
用

意
し
た
、
体
長
約
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鮎

の
稚
魚
約
３
０
０
０
尾
。
子
ど
も
た
ち
は
鮎

を
川
に
そ
っ
と
放
し
な
が
ら
、
吉
野
川
の
清

流
で
大
き
く
育
つ
よ
う
願
い
ま
し
た
。

阿太小学校の生徒が鮎を放流
豊かな自然で元気に育って 5/21

き
れ
い
な
水
と
空
気
で
、
お
い
し
い
作
物
が
育
ち
ま
す
。

子どもたちと一緒に、太田市長も苗植えに挑戦。

や
わ
ら
か
い
土
が
気
持
ち
い
い
と
子
ど
も
た
ち
。

どろんこになりながら楽しみました。

大切にそっと川に放す生徒。

鮎
の
生
態
も
勉
強
し
ま
し
た
。

「
き
れ
い
な
川
で
元
気
に
育
っ
て
」
と
願
い
を
こ
め
て
。

ふるさとの土地で、心安らぐ生活を。

入
居
者
に

が
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

5 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１
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今
か
ら
25
年
前
、
平
成
元
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
上
野
公
園
市
民
プ
ー

ル
。
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
老
朽
化
が
進
み
、

プ
ー
ル
の
塗
装
や
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の

す
べ
り
止
め
シ
ー
ト
な
ど
が
劣
化
。

昨
シ
ー
ズ
ン
は
３
件
の
け
が
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ー
ル
の

営
業
中
に
は
上
野
地
区
で
水
道
管
の

水
圧
が
低
下
し
、
断
水
が
２
回
発
生

す
る
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

市
議
会
で
も
議
論
し
ま
し
た
が
、

利
用
者
の
安
全
が
十
分
に
確
保
で
き

な
い
と
い
う
判
断
か
ら
、
今
年
度
は

残
念
な
が
ら
「
休
止
」
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

上
野
公
園
市
民
プ
ー
ル
の
今
後
の

こ
と
は
、
上
野
公
園
や
五
條
中
央
公

園
な
ど
の
五
條
市
全
体
の
公
園
も
含

め
て
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
市
民
の

皆
さ
ん
に
楽
し
く
利
用
し
て
も
ら
え

る
の
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

◎
自
治
功
労
者
表
彰
を

　
　
　
　

受
け
た
皆
さ
ん

  

（
氏
名
・
地
区
名　

敬
称
略
）

■
市
長
表
彰

　

阪
口　

髙
亘
（
二
見
中
之
町
自
治
会
）

　

丸
山　

泰
登
美
（
野
原
旭
町
自
治
会
）

　

中
迫　

政
美
（
東
宮
町
自
治
会
）

　

亀
本　

順
資
（
大
平
町
自
治
会
）

　

川
元　

善
嗣
（
南
阿
田
町
自
治
会
）

　

平
谷　

伊
一
郎
（
立
川
渡
自
治
会
）

　

髙
木　

儀
一
郎
（
赤
谷
自
治
会
）

　
　

本　

弘
（
小
代
自
治
会
）

　

落
溜　

健
治
（

自
治
会
）

■
会
長
表
彰

　

後
藤　

寛
（
此
花
町
自
治
会
）

　

紙
谷　

幸
三
（
相
栄
北
町
自
治
会
）

　

岡
本　

嘉
賢
（
八
王
子
町
自
治
会
）

　

津
村　

宗
司
（
阪
下
町
自
治
会
）

　

仲
西　

孝
（
上
之
島
町
自
治
会
）

　

乾　

幸
司
（
末
広
町
自
治
会
）

　

鈴
木　

茂
夫（
新
町
市
之
町
自
治
会
）

　

赤
井　

猛
（
神
田
町
自
治
会
）

　

岸
塲　

正
治
（
西
町
自
治
会
）

　

荻
原　

博
（
瓦
谷
町
自
治
会
）　

　

岩
倉　

義
調
（
川
原
伝
町
自
治
会
）

　

中　
　

義
晴
（
住
川
町
自
治
会
）

　

北
久
保　

貞
嗣
（
良
峯
町
自
治
会
）

◎
新
役
員

  

（
役
職
名
・
氏
名
・
地
区
名　

敬
称
略
）

■
会
長　

　

谷
向　

秀
喜
（
牧
野
地
区
）　

■
副
会
長

　

岡
本　

光
弘
（
本
町
地
区
）

　

瀬
﨑　

滋
雄
（
阪
合
部
地
区
）

　

福
岡　

恒
一
郎
（
北
宇
智
地
区
）

　

芳
田　

忠
男
（
南
宇
智
地
区
）

　

川
元　

善
嗣
（
南
阿
太
地
区
）

■
会
計　

　

髙
﨑　

浩
司
（
あ
づ
み
台
地
区
）

■
監
事

　

久
保　

久
彦
（
中
央
地
区
）

　

薄
谷　

勝
（
賀
名
生
地
区
）

■
書
記

　

北
村　

勇
（
大
塔
地
区
）

■
理
事

　

永
井　

正
貴
（
五
條
東
地
区
）

　

森
本　

忠
良
（
須
恵
岡
口
地
区
）

　

丹
原　

敏
男
（
新
町
地
区
）

　

堀
内　

伸
晃
（
二
見
地
区
）

　

丸
山　

泰
登
美
（
野
原
地
区
）

　

松
山　

賢
治
（
宇
智
地
区
）

　

森
本　

博
（
田
園
地
区
）

　

藤
田　

五
男
（
大
阿
太
地
区
）

　

和
泉　

芳
美
（
白
銀
北
地
区
）

　

西　

啓
助
（
白
銀
南
地
区
）

　

桝
田　

勝
一
（
宗
桧
上
地
区
）

　

川
村　

家　

 

（
宗
桧
中
地
区
）

　

畠
山　

金
作
（
宗
桧
下
地
区
）

　

和
所　

清
治
（
湯
谷
町
自
治
会
）

　

東
浦　

信
男
（
南
山
自
治
会
）

　

大
前　

優
（
川
股
自
治
会
）

　

福
井　

純
二
（
平
雄
自
治
会
）

　

畠
山　

重
雪
（
本
谷
自
治
会
）

　

武
田　

智
征
（
阪
巻
自
治
会
）

　

井
上　

修
（
大
峯
自
治
会
）

　

和
田　

宗
隆
（
桧
川
迫
自
治
会
）

　

松
本　

修
（
堂
平
自
治
会
）

　

竹
原　

守
治
（
飛
養
曽
自
治
会
）

■
問
合
先

　

地
域
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
２
３
６
）

　

平
成
26
年
度
五
條
市
自
治
連
合

会
定
期
総
会
が
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
新
役

員
の
紹
介
や
自
治
功
労
者
の
表
彰
、

予
算
審
議
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
長

に
は
牧
野
地
区
の
谷
向
秀
喜
氏
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

五
條
市
自
治
連
合
会

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

豊
か
で
明
る
く
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

谷
向
氏
が
会
長
に
再
任
。

長
年
の
活
動
に
よ
り
市
長
表
彰
を
受
賞
し
た
皆
さ
ん
。

安
全
確
保

　

の
た
め

上
野
公
園

市
民
プ
ー
ル

休
止
し
ま
す

■
問
合
先　

公
園
緑
地
課

　

本
庁
（
内
線
４
０
３
）
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【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
】

優　

勝　

田
園
地
区
体
育
協
会

準
優
勝　

阪
合
部
地
区
体
育
協
会

第
三
位　

西
吉
野
地
区
体
育
協
会

第
四
位　

北
宇
智
地
区
体
育
協
会

【
サ
ッ
カ
ー
の
部
】

（
中
学
生
の
部
）

優　

勝　

五
條
Ｆ
Ｃ

準
優
勝　

五
條
東
中
学
校

（
社
会
人
１
部
）

優　

勝　

五
條
Ｆ
Ｃ

準
優
勝　

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
．Ｆ
Ｃ

（
社
会
人
２
部
）

優　

勝　

神
宅
Ｓ
Ｃ

準
優
勝　

福
本
Ｆ
Ｃ

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部
】

（
中
学
生
男
子
）

優　

勝　

五
條
西
中
学
校

準
優
勝　

大
淀
中
学
校

第
三
位　

榛
原
中
学
校

（
中
学
生
女
子
）

優　

勝　

榛
原
中
学
校

準
優
勝　

五
條
西
中
学
校

（
一
般
男
子
）

優　

勝　

ゴ
ン
ザ
レ
ス

準
優
勝　

Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

（
一
般
女
子
）

優　

勝　

L
i
t
t
l
e　

K
i
n
g

準
優
勝　

ぱ
ぷ
る

第
三
位　

や
ま
と
農
園

【
テ
ニ
ス
の
部
】

（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
）

優　

勝　

中
垣 

公
男
・
岡
橋 

達
晃

準
優
勝　

上
田　

茂
・
藤
原 

浩
光

第
三
位　

今
岡　

守
・
櫻
井 

義
容

（
混
合
ダ
ブ
ル
ス
）

優　

勝　

市
平 
和
久

　
　
　
　

藤
原 

昭
子

準
優
勝　

山
﨑 

昌
之

　
　
　
　

山
﨑 

孝
枝

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
】

優　

勝　

賀
名
生

準
優
勝　

ア
ミ
テ
ィ

第
三
位　

住
川

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
】

Ａ
ゾ
ー
ン

優　

勝　

中
田 

チ
エ
子
（
和
幸
会
）

準
優
勝　

鷹
野 

義
彦
（
あ
ゆ
み
）

第
三
位　

久
留
野 

恵
美
子

　
　
　
　
（
藤
岡
Ｇ
Ｇ
会
Ｂ
）

Ｂ
ゾ
ー
ン

優　

勝　

小
西 

治
美
（
た
ん
ぽ
ぽ
会
Ａ
）

準
優
勝　

山
本 

好
子
（
丹
原
さ
く
ら
会
）

第
三
位　

宮
崎 

洋
子
（
遊
友
会
）

Ｃ
ゾ
ー
ン

優　

勝　

山
本 

悦
子
（
北
居
会
Ａ
）

準
優
勝　

亀
田 

ミ
ネ
子
（
北
居
会
Ａ
）

第
三
位　

櫻
本 

耕
三

　
　
　
　

 

（
牧
野
冨
久
寿
会
Ａ
）

【
ペ
タ
ン
ク
の
部
】

優　

勝　

新
町･

岡

　
（
岸
本 

武
房
・
石
井 

登
代
子
）

準
優
勝　

阪
合
部　

岡
口

　
（
松
本 

吉
弘
・
林 

テ
ル
子
）

第
三
位　

阪
合
部･

岡
口

　
（
福
本 

文
代
・
福
田 

千
鶴
子
）

第
三
位　

須
恵

　
（
鷹
野 

良
彦
・
田
中 

茂
樹
）

敢
闘
賞　

青
葉
会

　
（
小
林 

恒
子
・
北
畑 

千
慧
）

敢
闘
賞　

青
葉
会

　
（
森
谷 

眞
和
・
塩
月 

ス
ミ
ヱ
）

敢 

闘 

賞　

阪
合
部

　
（
川
島 

克
佶
・
東 

清
重
）

準
敢
闘
賞　

岡

　
（
平
岡 

幸
子
・
窪
田 

百
合
子
）

準
敢
闘
賞　

田
園
緑
会

　
（
川
瀬 

好
弘
・
油
谷 

武
彦
）

準
敢
闘
賞　

岡

　
（
栄
林 

ミ
ツ
子
・
石
井 

美
須
恵
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
】

（
中
学
校
の
部
）

優　

勝　

五
條
西
中
学
校

準
優
勝　

五
條
中
学
校

第
三
位　

五
條
東
・
西
吉
野
中
学
校

（
一
般
男
子
の
部
）

優　

勝　

J
O
K
E
R

準
優
勝　

五
條
市
役
所

（
一
般
女
子
の
部
）

優　

勝　

W
A
V
E

準
優
勝　

P
a
s
s
i
o
n
e

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
部
】

（
中
学
男
子
の
部
）

優　

勝　

櫻
本 

崇
太

　
　
　
　

小
田 

智
大
（
五
條
西
中
）

準
優
勝　

辻
本 

直
也

　
　
　
　

寺
田 

樹
生
（
五
條
西
中
）

第
三
位　

丸
山 

清
史

　
　
　
　

阪
田 

将
斗
（
五
條
西
中
）

　
　
　
　

橋
本 

周
也

　
　
　
　

山
本 

竜
也
（
五
條
西
中
）

（
中
学
女
子
の
部
）

優　

勝　

長
田 

利
奈

　
　
　
　

坂
上 

里
緒
（
五
條
東
中
）

準
優
勝　

川
西　

響

　
　
　
　

藪
内　

綾
（
五
條
中
）

第
三
位　

大
垣 

慶
華

　
　
　
　

植
田 

真
梨
也
（
五
條
西
中
）

　
　
　
　

角
谷 

萌
恵

　
　
　
　

浦
平 

優
月
（
西
吉
野
中
）

（
高
校
・
一
般
男
子
の
部
）

優　

勝　

木
村 

茂
和

　
　
　
　

久
保 

雅
彦

　
　
　
　
　
（
五
條
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

準
優
勝　

前
田　

颯

　
　
　
　

松
岡 

正
晃

　
　
　
　
（
五
條
高
等
学
校
）

第
三
位　

山
崎 

晃
司

　
　
　
　

木
村 

大
勢

　
　
　
　
（
五
條
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　
　
　
　

中
西 

憲
幸

　
　
　
　

山
本 

吉
昭

　
　
　
　
（
五
條
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

（
高
校
・
一
般
女
子
の
部
）

優　

勝　

金
田 

有
以

　
　
　
　

山
中 

香
里
（
五
條
高
校
）

準
優
勝　

中
村 

早
希

　
　
　
　

森
脇 

希
予
（
五
條
高
校
）

第
三
位　

辰
巳　

陽
花

　
　
　
　

川
合 

晴
佳
（
五
條
高
校
）

　
　
　
　

楠
本 
賀
世
子

　
　
　
　

井
藤 
理
沙

　
　
　
　
　
（
五
條
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

（
シ
ニ
ア
・
O
G
の
部
）

優　

勝　

小
林 

貴
代

　
　
　
　

山
田 

英
男

　
　
　
　
　
（
五
條
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

準
優
勝　

上
田 

誉
明

　
　
　
　

馬
場 

隆
昭

　
　
　
　
　
（
五
條
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

【
卓
球
の
部
】

（
一
般
男
子
一
部
）

優　

勝　

西
前 

拓
哉

　
　
　
　
（
野
原
卓
球
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝　

杉
岡 

郁
弥
（
五
條
高
校
）

第
三
位　

中
村 

紘
尉

　
　
　
　
（
野
原
卓
球
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　

山
内 

歩
夢
（
五
條
高
校
）

（
一
般
男
子
二
部
）

優　

勝　

青
木　

隆
（
市
役
所
）

準
優
勝　

小
西 

健
介

　
　
　
　
（
野
原
卓
球
ク
ラ
ブ
）

第
三
位　

峯
野 

博
己
（
卓
友
会
）

　
　
　
　

福
塚　

直

　
　
　
　
（
野
原
卓
球
ク
ラ
ブ
）

（
一
般
女
子
の
部
）

優　

勝　

下
浦 

麻
美
（
五
條
高
校
）

準
優
勝　

平　

小
夏
（
五
條
高
校
）

第
三
位　

吉
岡 

愛
佳

　
　
　
　
（
野
原
卓
球
ク
ラ
ブ
）

（
小
中
学
生
の
部
）

（
男
子
一
部
）

優　

勝　

安
満 

琉
斗
（
西
吉
野
中
）

準
優
勝　

橋
本　

豊
（
西
吉
野
中
）

第
三
位　

福
田 

雪
弥

　
　
　
　
（
ク
ラ
ブ
リ
ト
ル
シ
ー
ド
）

　
　
　
　

福
田 

琉
貴

　
　
　
　
（
ク
ラ
ブ
リ
ト
ル
シ
ー
ド
）

（
男
子
二
部
）

優　

勝　

東　

一
穂
（
五
條
東
中
）

準
優
勝　

米
田 

莉
大
（
五
條
東
中
）

第
三
位　

田
中 

龍
一
（
野
原
中
）

　
　
　
　

梶
谷 

頼
希
（
野
原
中
）

（
男
子
三
部
）

優　

勝　

山
本 

台
地
（
野
原
中
）

準
優
勝　

小
松 

良
輝
（
五
條
中
）

第
三
位　

松
原 

宏
樹
（
五
條
東
中
）

　
　
　
　

辻
本 

巧
哉
（
五
條
中
）

（
女
子
一
部
）

優　

勝　

田
中 

美
保
（
五
條
東
中
）

準
優
勝　

辻
村 

真
央
（
野
原
中
）

第
三
位　

瀧
本 

華
鈴
（
野
原
中
）

　
　
　
　

中
本 

美
冬
（
五
條
東
中
）

（
女
子
二
部
）

優　

勝　

福
嶋 

里
桜
（
野
原
中
）

準
優
勝　

井
上 

真
緒
（
野
原
中
）

第
三
位　

西
尾 

尚
子
（
五
條
東
中
）

　
　
　
　

山
内 

希
実
（
五
條
東
中
）

（
女
子
三
部
）

優　

勝　

辻
村 

真
未
（
野
原
中
）

準
優
勝　

中
原 

桃
香
（
五
條
東
中
）

第
三
位　

吉
田 

茉
央
（
西
吉
野
中
）

　
　
　
　

柴
田 

佐
和
子

　
　
　
　
（
野
原
卓
球
ク
ラ
ブ
）

（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
）

（
Ａ
ク
ラ
ス
）

優　

勝　

今
橋 

謙
二
（
五
條
ラ
ー
ジ
）

準
優
勝　

石
阪 

敬
啓
（
五
條
ラ
ー
ジ
）

第
三
位　

菊
池 

康
佳
（
五
條
ラ
ー
ジ
）

（
一
部
）

優　

勝　

逢
坂 

隆
二
（
五
條
ラ
ー
ジ
）

準
優
勝　

額
田 

哲
士
（
五
條
ラ
ー
ジ
）

第
三
位　

児
島 

定
男
（
五
條
ラ
ー
ジ
）

　
　
　
　

山
田 

又
作
（
田
園
ラ
ー
ジ
）

（
二
部
）

優　

勝　

萬
谷 

京
子
（
五
條
ラ
ー
ジ
）

準
優
勝　

久
保 

礼
子
（
田
園
ラ
ー
ジ
）

第
三
位　

神
田 

啓
子
（
五
條
ラ
ー
ジ
）

　
　
　
　

山
本 

和
子
（
個
人
）

■
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

本
庁
（
内
線
８
２
２
）

　

５
月
11
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
第
32
回
市
民
球
技
大
会

は
、
こ
れ
ま
で
に
約
１
１
０
０
人
が
参
加
し
て
10
競
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
各
競
技
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

市
民
球
技
大
会

第
32
回
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最新号
広報五條
平成26年 7⽉号

バックナンバー

スクラップブック

くらしの便利帳

その他

i
広
報
紙
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

広
報
紙
閲
覧
ア
プ
リ

ス
マ
ホ
で
広
報

ど
こ
で
も

い
つ
で
も

　

五
條
市
が
発
行
す
る
広
報
紙

「
広
報
五
條
」
を
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
閲
覧
で
き
る
ア
プ
リ
が

利
用
で
き
ま
す
。
毎
月
1
日
に

発
行
さ
れ
る
最
新
号
が
皆
さ
ん

の
携
帯
電
話
等
に
届
き
、
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
エ
コ
な
広
報

紙
、「
i
広
報
紙
」
を
皆
さ
ん

も
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

最新号を表示します。

設定した居住地の広報紙をリストか
ら閲覧できます。
※居住地は 2つまで設定可能です。
（例：現住所＋出身地）

スクラップ機能で切り抜いた
画像を確認できます。

居住地 1として設定した自治体の情
報が配信されます。直接電話ができ
るため、電話帳として使用可能です。

「個人設定の変更」「利用規約」

「i 広報紙について」「ご意見・ご要望」

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

　

ア
ッ
プ
ル
社
が
運
営
す
る
、

A
p
p　

S
t
o
r
e
（
ア
ッ
プ

ス
ト
ア
）
か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

※
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
系
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
対
応
す
る
ア
プ
リ
は
、

10
月
に
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■対応機種　「i 広報紙」

は次の機種に対応した

アプリケーションです。

▼iPhone

▼iPod touch

▼iPad

i 広報紙の画面イメージ

「
i
広
報
紙
」
の
主
な
機
能

▼
五
條
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
接
続

し
な
く
て
も
、
最
新
号
を
自
動
で

端
末
に
お
届
け
。

▼
ペ
ー
ジ
め
く
り
、
拡
大
縮
小
な
ど

も
簡
単
。

▼
画
面
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
し
て
メ
ー

ル
に
添
付
し
た
り
、
L
I
N
E
や

F
a
c
e
b
o
o
k
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
に
投
稿
で
き
ま
す
。

※現在、広報誌を個別配送で受け取っている皆さんで、「i 広報紙」の利用によ
り配送が不要な場合は、配送を停止しますので連絡をお願いします。

※広告が表示されますが、その内容に五條市は一切責任を負いません。

■問合先　企画政策課文書広報係
　　　　　本庁（内線２８６）

このアプリケーションは、広報五
條の広告を取り扱っている広告代
理店、㈱ホープ（福岡市中央区）
が作成したものです。

奈
良
県
内
で
１
番
目
の
導
入

8くらしのメモ



結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

活
力
あ
る
未
来
に
の
び
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

五
條
市
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
未
婚
者
が
対
象
で
す
。
皆
さ

ん
も
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
開
設
場
所　

市
立
福

祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

■
対
象
者

　

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
未
婚
者
で
、

結
婚
相
手
の
仲
介
を

希
望
す
る
人

■
問
合
先

　

児
童
福
祉
課

　

本
庁
（
内
線
３
６
６
）

五
條
市
結
婚
相
談
所

　
　
　

ご
利
用
方
法

①
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　

お
越
し
く
だ
さ
い

　

市
役
所
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
相
談

員
が
業
務
の
内
容
を
説
明
。
本
人

の
意
思
確
認
な
ど
を
行
い
ま
す
。

②
登
録
手
続
き
を

　
　
　
　
　

行
い
ま
す

　

登
録
す
る
た
め
の
書
類
を
記
載

し
ま
す
。

▼
登
録
申
請
書
へ
の
記
入
や
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
の
提
供
を
受
け
る

申
請
を
行
い
ま
す
。

▼
相
談
相
手
に
見
せ
る
た
め
の
、

自
身
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を

記
入
し
ま
す
。
希
望
で
写
真
も

登
録
で
き
ま
す
。

▼
相
手
方
の
年
齢
や
趣
味
な
ど
の

希
望
を
記
載
し
ま
す
。

②
相
談
員
が

　

マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
紹
介
し
ま
す

　

相
談
員
が
申
請
内
容
を
確
認
し

て
、
相
手
を
紹
介
し
ま
す
。

■開設日　７月２４日（木）
　　　　　午後１時～４時
※毎月第 2、第４木曜日に開設す
る予定です。次回以降は広報五
條でお知らせします。

■登録に必要なもの
▼身分証明書（運転免許など）
▼印鑑
▼写真（写真の登録は自由です）

木
造
住
宅
耐
震
診
断

耐
震
改
修
工
事
補
助
事
業

耐
震
診
断
事
業

　

対
象
は
次
の
全
て
に
該
当
す
る

家
屋
で
す
。

▽
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
在
来
軸
組
工
法
の
木

造
住
宅

▽
延
べ
床
面
積
２
５
０
㎡
以
下
か

つ
地
階
を
除
く
階
数
が
２
以
下

の
も
の

▽
そ
の
他
の
条
件
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※

補
助
対
象
者　

対
象
と
な
る
住

宅
の
所
有
者

■
費
用
は
無
料
で
す
。

■
募
集
件
数　

先
着
20
件

■
受
付
期
間　

７
月
７
日（
月
）

〜
７
月
31
日（
木
）

耐
震
改
修
工
事
補
助
事
業

　

対
象
は
次
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
工
事
で
す
。

▽
耐
震
診
断
を
行
っ
た
住
宅
の
耐

震
改
修
工
事

　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
耐
震
診
断
と
耐
震
改

修
工
事
の
補
助
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

先着順

申
請
書
類
は
建
設
課
で
配
布
し
ま
す

■
申
込
・
問
合
先　

建
設
課
建
築
係

　

本
庁 （
内
線
２
７
９
）

▽
耐
震
改
修
工
事
の
費
用
が
50
万

円
以
上
の
工
事

▽
工
事
前
の
構
造
評
点
１
．
０
未

満
の
も
の
を
１
．
０
以
上
の
数

値
に
す
る
改
修
工
事
ま
た
は
工

事
前
の
構
造
評
点
０
．
７
未
満

を
０
．
７
以
上
の
数
値
に
す
る

改
修
工
事

▽
工
事
に
着
手
し
平
成
27
年
３
月

14
日
ま
で
に
完
了
す
る
も
の

▽
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

■
補
助
金
の
額

▽
耐
震
改
修
工
事
費
が
50
万
円
以

上
87
万
円
以
下
↓
20
万
円

▽
耐
震
改
修
工
事
費
が
87
万
円
を

超
え
る
も
の
↓　

50
万
円
を
限

度
と
し
工
事
費
の
23
％

■
募
集
件
数　

先
着
３
件

■
受
付
期
間　

７
月
７
日
（
月
）

か
ら
受
付
開
始
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国 際 交

流

E x c h ange
I n ternational

　　　Summer vacation is almost here! As a child it 
was the most exciting time of year but as a parent it 
feels like the busiest. It is interesting how quickly my 
feelings changed. Since summer vacation is longer in 
American than in Japan, I think it can be even more 
stressful when both parents work. School is not only 
there for teaching but it gives children a place to be 
while parents are at work. Although there are some 
summer holidays in Japan where many people get 
days off, there are few public holidays in America to 
begin with and almost none during the summer. 
　　     So while it may be stressful for working 
parents, it is still what all the children are looking 
forward to! And since the school year starts in 
September and ends in June, this means there is no 
summer homework for the students to do. I do think 
that summer homework in Japan is a good way to 
teach students about procrastination and doing work 
as soon as possible, but I am also glad that I never had 
to do summer homework! 

　もうすぐ夏休みです！子どもにとっては一年で最もわくわく

するときですが、親としては一番忙しい時期です。このように

私の気持ちが変化したのはおもしろいことです。アメリカでは

日本より夏休みが長いので、両親共に働いている場合、よりス

トレスを感じることだと思います。学校は、勉強を教えてくれ

るだけでなく、親御さんたちが働いている間、子どもを預かっ

てくれる場所でもあります。日本には（働く人たちにも）何日

か夏休みがあり、多くの人は休暇を取ります。しかし、アメリ

カはまず第一に祝日がとても少なく、夏の間はほとんどありま

せん。

　というわけで、夏休みは働く親たちにはストレスを与えるも

のですが、依然として、どの子どもにとっても楽しみなものな

のです。それに、（アメリカでは）学校は9月に始まり6月に終

わります。つまり、学生たちは宿題がないということです。私

は、日本の夏休みの宿題は、できるだけ早くすませないと提出

が遅れるということを、子ども達に教えるよい材料だと思いま

す。しかし、私は夏休みの宿題をしたことがないというのも、

うれしく思っています！

“ Summer Vacation” “ 夏休み”

英語
コミュ

ニケー
ション

第 63 回

～public holiday～ A public holiday is a nationally recognized holiday that is a 
day off for most people. Not every job gives off public holidays but many do.

　
～休日～ 休日というのは国で定められた休日で、たいていの人は休みます。
　すべてというわけではないですが、多くの仕事は休みになります。

こんに
ちは、　

エリッ
ク コズ

ィオー
ルです

経
済
的
な
理
由
で

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
等
に

進
学
が
困
難
な
皆
さ
ん
を
支
援
し
ま
す

　

五
條
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
教
育
の
機
会
を

均
等
に
与
え
る
た
め
、
勉
学
の
意
欲
が
あ
っ
て
も

経
済
的
な
理
由
で
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
等

へ
の
進
学
が
困
難
な
皆
さ
ん
に
対
し
、
進
学
奨
励

支
度
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
対
象
者
（
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
）

■
申
請
書
類
の
提
出
期
限　

８
月
８
日
（
金
）

■
申
請
書
配
布
・
問
合
先

　

学
校
教
育
課　

本
庁
（
内
線
８
１
７
）

  （
下
之
町
２
１
番
地
）

▼
奈
良
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
、
五
條
市
育
英

会
奨
学
金
、
生
活
福
祉
資
金
（
修
学
資
金
）、

ま
た
は
、
母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
（
修
学
資

金
）
の
い
ず
れ
か
の
貸
与
を
申
請
し
、
平
成

26
年
４
月
か
ら
の
交
付
決
定
通
知
を
受
け
て

い
る
人

▼
市
内
に
居
住
し
、
平
成
26
年
３
月
に
市
内
の

中
学
校
を
卒
業
し
て
、高
等
学
校
（
定
時
制
・

通
信
制
を
含
む
）・
高
等
専
門
学
校
に
入
学

し
た
人

▼
す
で
に
、
こ
の
支
度
金
の
給
付
を
受
け
て
い

な
い
人

10国際交流



図書館
ホームページ
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図
書
館
だ
よ
り
７ 月

全
47
都
道
府
県
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
４
年
度
版

 
 

（
寺
島 

実
朗
／
監
修　

東
洋
経
済
新
報
社
）

　

ど
の
県
が
い
ち
ば
ん
幸
せ
か
？ 

全
47
都
道
府

県
を
、
「
平
均
寿
命
」
「
女
性
の
労
働
力
人
口
比

率
」「
自
殺
死
亡
率
」
な
ど
60
指
標
で
徹
底
比
較
。

あ
の
ほ
し
な
ん
の
ほ
し

 
 

（
村
上 

し
い
こ
／
作　

小
学
館
）

　

星
空
を
見
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
春
の
北
斗

七
星
、
夏
は
天
の
川
を
へ
だ
て
て
織
り
姫
彦
星
、

秋
の
カ
シ
オ
ペ
ヤ
座
に
冬
の
代
表
的
星
座
オ
リ

オ
ン…
。
四
季
折
々
の
星
た
ち
と
出
会
う
き
っ

か
け
と
な
る
絵
本
。

そ
の
他
新
刊 

 

〜
大
人
の
本
〜

★
ど
う
す
れ
ば
上
達
す
る
か
が
よ
く
わ
か

る
デ
ッ
サ
ン
の
基
本
（
国
政
一
真
／
著　

誠
文
堂
新
光
社
）

★
風
通
し
の
い
い
生
き
方
（
曽
野
綾
子
／
著

　

新
潮
社
）

★
文
字
答
門
（
白
川
静
／
著　

平
凡
社
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

チ
リ
メ
ン

　

モ
ン
ス
タ
ー
を
さ
が
せ
！

　

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
の
中
に
い
る
小
さ

な
生
き
物
を
探
そ
う
。

 

（
詳
細
は
23
ペ
ー
ジ
）

■
問
合
先　

市
立
図
書
館　

☎
２
２
・
４
１
３
３
（
水
曜
休
館
）

え
ほ
ん
の
と
び
ら
（
ど
な
た
で
も
参
加
可
）

　

７
月
12
日
（
土
）
14
時
〜
14
時
30
分

お
は
な
し
会 

（
３
歳
〜
小
学
生
対
象
）

　

７
月
27
日
（
日
）
14
時
〜
14
時
30
分

そ
の
他
新
刊 

 
〜
子
ど
も
の
本
〜

★
ク
ラ
ス
メ
イ
ツ　

前
期
・
後
期
（
森
絵
都

／
著　

偕
成
社
）

★
む
し
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
苅
田
澄
子
／
さ
く 

 

佼
成
出
版
社
）

★
い
も
む
し
っ
て
ね…

（
澤
口
た
ま
み
／
文

　

福
音
館
書
店
）

お
ス
ス
メ
新
刊
大
人
の
本

子
ど
も
の
本

お
ス
ス
メ
新
刊

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た

　

五
條
市
で
は
、
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
い
て
小
型
家
電
の
回
収
を
積
極

的
に
進
め
る
た
め
、
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。
設
置
場
所
は
、

市
役
所
本
庁
１
階
、
西
吉
野
支
所
、
み
ど

り
園
の
３
箇
所
で
、
今
後
さ
ら
に
設
置
箇

所
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
目
的

▼
燃
え
な
い
ご
み
の
減
量
化

▼
電
子
機
器
類
に
含
ま
れ
る
金
属
類
や
そ
の

他
有
用
な
資
源
の
回
収

▼
不
適
正
な
処
理
に
よ
る
環
境
汚
染
の
防
止

携帯電話 デジカメ

電卓

ビデオカメラ

ゲーム機 デジタルオーディオ
プレイヤー

電源アダプタ

電子辞書

電話機・ＦＡＸ

ラジオ

主な小型家電の例

ec
o

※回収された小型家電は、環境省の登
録業者に引き渡されたのち適正に処
理され、貴重な金属資源として再生
されます。
■問合先 みどり園   ☎２４・４１１１

市役所本庁の回収ボックス
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五
條
市
総
合
防
災
訓
練

　
　
　

を
開
催
し
ま
す

〜
主
な
参
加
機
関
〜

▼
陸
上
自
衛
隊

▼
奈
良
県
警
察
本
部

▼
奈
良
県
広
域
消
防

　

組
合
本
部

▼
五
條
市
自
治
連
合
会

▼
会
場　

吉
野
川
右
岸
大
川
橋
上
流
周
辺

　

７
月
５
日
午
前
７
時
25
分
、

太
平
洋
沖
で
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
が
発
生
し
た
。

　

地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
９
．
０
、
五
條
市
で

は
震
度
６
強
の
揺
れ
が
観
測

さ
れ
た
。
火
災
や
家
屋
の
倒

壊
に
よ
り
負
傷
者
が
多
数
出

る
な
ど
、
市
内
全
域
が
甚
大

な
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る

模
様
で
あ
る
。

訓
練
想
定

　

関
係
機
関
が
一
堂
に
会

し
、「
平
成
26
年
度
五
條
市

総
合
防
災
訓
練
」
を
実
施
し

ま
す
。近
隣
の
皆
さ
ん
に
は
、

サ
イ
レ
ン
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

な
ど
の
音
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

午前８時 20分～
７/５（土）

自
衛
隊
に
よ
る
事
前

訓
練
も
実
施
さ
れ
ま
す

　

防
災
訓
練
に
先
駆
け
、
６

月
30
日
（
月
）
か
ら
７
月
４

日
（
金
）
ま
で
の
間
、
先
の

紀
伊
半
島
大
水
害
に
お
い
て

五
條
市
に
災
害
派
遣
さ
れ
、

復
旧
活
動
に
尽
力
し
て
い
た

だ
い
た
陸
上
自
衛
隊
第
７
施

設
群
が
市
内
に
駐
留
し
な
が

ら
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
７
月
１
日
に
は
市
内
で
徒

歩
行
進
訓
練
を
行
い
ま
す
。

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

を
実
施
し
ま
せ
ん
か
？

職
場
・
家
庭
・
学
校
で

　

奈
良
県
で
は
、
奈
良
県
地
震
防
災
の
日
に
、
県
内
で
一
斉

に
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
職

場
や
学
校
、
家
庭
で
、
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
の
行
動
を
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
自
身
、
地
域
、
学
校
、

職
場
な
ど
で
、
設
定
し
た
時
刻

に
地
震
が
起
こ
っ
た
と
想
定
し

て
「
ま
ず
低
く
、
頭
を
守
り
、

動
か
な
い
」
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
非
常
時
の
身
の

回
り
の
安
全
対
策
を
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日
時

　

７
月
９
日
（
水
）

　

10
時
30
分
開
始

※

職
場
や
家
庭
で
計
画
を
立
て
、

自
主
的
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と
は
、
地
震
の
際
の
安
全
行
動

１-

２-

３
、 「
ま
ず
低
く
、
頭
を
守
り
、
動
か
な
い
」

を
身
に
つ
け
る
訓
練
で
す

安全行動の１－２－３

① ② ③

12くらしのメモ



水
難
救
助
訓
練
を
実
施

5
26

水
の
事
故
に
注
意
！

消防ＴＯＰＩＣＳ 奈良県広域消防組合
五　條　消　防　署　 消防トピックス☎２２・３３１０

　

河
川
で
の
水
遊
び
が
楽
し

い
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
毎
年
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
吉
野
川
で
は
水
難
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
、
助
け

を
求
め
て
い
る
人
を
少
し
で

も
早
く
、
確
実
に
救
助
で
き

る
よ
う
、
五
條
消
防
署
で
は

吉
野
川
で
水
難
救
助
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
迅
速
で
確

実
な
救
助
活
動
が
行
え
る
よ

う
、
出
動
か
ら
情
報
収
集
、

潜
水
、
ボ
ー
ト
操
船
な
ど
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
訓
練
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

水
難
事
故
は
起
き
な
い
こ

と
が
一
番
。
大
切
な
命
を
守

る
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

泳
ぐ
前
に
気
を
付
け
よ
う

▼
体
調
の
悪
い
と
き
や
、
お

酒
を
飲
ん
だ
と
き
は
泳
が

な
い
。

▼
気
象
状
況
に
注
意
し
て
天

候
が
悪
化
し
た
と
き
は
泳

が
な
い
。

▼
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
や
、

遊
泳
禁
止
区
域
に
は
近
づ

か
な
い
。

▼
自
分
の
力
を
過
信
し
な
い
。

油
断
や
不
注
意
か
ら
事
故

に
合
わ
な
い
よ
う
注
意
す

る
。

▼
幼
い
子
か
ら
目
を
離
さ
な

い
。
子
ど
も
だ
け
で
水
辺

で
遊
ば
せ
な
い
。

万
が
一
溺
れ
て
い
る
人
を

　
　

見
つ
け
た
と
き
は…

▼
す
ぐ
に
消
防
署
に
通
報
。

▼
浮
き
輪
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

が
あ
れ
ば
近
く
に
投
げ
込

む
、
ロ
ー
プ
や
棒
な
ど
を

使
用
し
溺
れ
て
い
る
人
を

岸
に
引
き
寄
せ
る
な
ど
十

分
に
安
全
を
確
保
し
た
上

で
助
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

※

泳
が
な
い
で
助
け
る
の
が

最
も
良
い
方
法
で
す
。

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
環
境

下
で
の
作
業
や
運
動
に
よ
り
、
体
内

の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

体
温
調
整
機
能
が
働
か
な
く
な
る
病

気
で
す
。

　

体
温
上
昇
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
吐

き
気
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、
ひ
ど
い

時
に
は
、
意
識
障
害
や
け
い
れ
ん
が

起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は

屋
外
だ
け
で
な
く
、
高
温
・
多
湿
の

状
況
で
あ
れ
ば
室
内
や
夜
間
で
も
熱

中
症
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
熱
中
症
の
予
防
法
☆

▼
こ
ま
め
な
水
分
の
補
給

▼
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
た
温
度
調
整

▼
室
温
が
上
が
り
に
く
い
環
境
の
確
保
（
換

気
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
な
ど
）

▼
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

▼
日
傘
や
帽
子
の
着
用

▼
日
陰
の
利
用

▼
適
度
に
休
憩

▼
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
・
速
乾
の
衣
服
着

用

全国的に放火と思われる火災が多発

 "放火されない ・させない街づくり" 
　放火を防ぐには、地域ぐるみで "放火されない　

させない街づくり" に 取り組むことが必要です。 

「放火されない、放火させない」
３つのポイント

①家の周りは整理整頓する。

②アパートやマンションでは、廊下や階段などの共

有部分に燃えやすい物を置かないようにする。

③外灯を点灯させるなど、家の周りを明るくする。
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カルムのひろば

女
性
の
た
め
の
集
団
が
ん
検
診

　

若
い
人
で
も
か
か
る
こ
と
が
多
い
乳
が
ん
と
子
宮
け
い
部
が
ん
。

　

カ
ル
ム
五
條
で
検
診
車
に
よ
る
集
団
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
受
診
し
ま
せ
ん
か
。
30
歳
以
上
の
人
は
乳
が
ん
と
子
宮
け
い
部
が
ん
検

診
を
同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

■
検
査
方
法　

視
触
診
検
査
お
よ
び

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

■
費
用
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

▼
２
方
向
撮
影　

１
３
０
０
円

▼
１
方
向
撮
影　

１
０
０
０
円

■
受
付
時
間

　

午
後
12
時
30
分
〜
１
時

　

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

■
検
診
日
程　

別
表
の
と
お
り

※

70
歳
以
上
の
人
、
乳
が
ん
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
の
あ
る
人
は
無
料
。

※

次
の
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

＊
豊
胸
手
術
を
受
け
た
人

＊
授
乳
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ

る
人

＊
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
つ
け
て
い

る
人

＊
平
成
25
年
度
に
市
の
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
診
を
受
け
た
人

40
歳
以
上
の
女
性
対
象

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

■
検
査
方
法　

外
科
医
師
に
よ
る

視
触
診
検
査
の
み

■
受
付
時
間

　

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

■
検
診
日
程　

別
表
の
乳
が
ん
検

診
実
施
日

■
費
用　

３
０
０
円

30
歳
〜
39
歳
の
女
性
対
象

視
触
診

乳
が
ん
検
診診

別表：検診実施日

子
宮
け
い
部

　
　

が
ん
検
診診

　

子
宮
け
い
部
が
ん
検
診

 

■
受
付
時
間

　

午
後
12
時
30
分
〜
１
時

  

（
乳
が
ん
検
診
も
受
診
す
る
場
合
は

そ
の
受
付
時
間
）

■
検
診
日
程　

別
表
の
と
お
り

■
費
用　

６
０
０
円

※

70
歳
以
上
の
人
、
子
宮
け
い
部

が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
あ
る

人
は
無
料

※

平
成
25
年
度
に
市
の
子
宮
け
い

部
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
人
は

受
診
で
き
ま
せ
ん

20
歳
以
上
の
女
性
対
象

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健
係

　

本
庁
（
内
線
２
９
０
）

月 日 曜日 
１８ 月 
２０ 水 ８ 
２４ 日 
１ 月 
２ 火 ９ 
３ 水 
２２ 水 

１０ 
３１ 金 

月 日 曜日 
１１ １ 土 

２６ 月 
１ 

３１ 土 
１０ 火 

２ 
１４ 土 

風
し
ん
抗
体
検
査
が

　
　

受
け
ら
れ
ま
す

　

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生

を
防
ぐ
た
め
、
県
の
助
成
に
よ
っ

て
風
し
ん
の
抗
体
検
査
が
無
料
で

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
検
査
で
き
る
人

▼
奈
良
県
内
に
住
民
登
録
し
て
い

る
人
（
奈
良
市
内
に
住
民
登
録

し
て
い
る
人
を
除
く
）

▼
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
、
妊
娠

を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者

※

奈
良
県
保
健
予
防
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
協
力
医
療
機
関
の
一

覧
や
条
件
な
ど
が
詳
し
く
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い

※

希
望
者
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
、
直
接
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

本
庁
（
内
線
２
８
９
）

無
料
で

※

定
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

対
象
者
の
年
齢
は
、
平
成
27
年
４
月

１
日
ま
で
に
該
当
年
齢
に
な
る
人
を

含
み
ま
す
。

S
T
O
P
!
児
童
虐
待
五
條
市
児
童

虐
待
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

ち
ょ
っ
と
し
た
あ
な
た
の
行

動
が
、
子
育
て
中
の
親
子
の
心

の
支
え
に
な
り
ま
す
。

①
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
荷
物
の
持
ち

運
び
を
お
手
伝
い
。

②
散
歩
中
の
親
子
を
見
か
け
た

ら
笑
顔
や
あ
い
さ
つ
を
。

③
初
対
面
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

気
に
な
る
様
子
の
親
子
に
は
、

で
き
る
だ
け
声
か
け
を
。

※

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
迷
わ
ず

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
五
條
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
２
５
・
２
６
３
１

  （
平
日
８
時
30 
分
〜
17
時
15
分
）

▼
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
４
０
０
０

  （
月
〜
土
10
時
〜
17
時
）

▼
奈
良
県
中
央
こ
ど
も
家
庭
相
談

セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
２
・
２
６
・
３
７
８
８

  （
24
時
間
対
応
）

〜
子
育
て
中
の
親
子
に
、
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
を
〜

14カルムのひろば



　

今
日
の
医
療
で
は
、Ｘ
線
な
ど

で
体
の
内
部
を
撮
影
し
た
画
像

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
す
る

装
置
を
使
っ
て
、
内
部
の
異
常

を
発
見
し
た
り
、
診
断
す
る
検

査
が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

五
條
病
院
で
は
、
こ
の
よ
う

な
検
査
に
使
用
す
る
装
置
（「
Ｘ

線
Ｃ
Ｔ
装
置
」
と
い
い
ま
す
）
を
、

今
年
の
３
月
に
更
新
し
ま
し
た
。

新
し
い
装
置
は
、
従
来
よ
り
高

速
に
撮
影
で
き
る
た
め
、
よ
り

短
い
時
間
で
検
査
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
被
ば
く
も
少
な
く
て

す
み
ま
す
。
ま
た
、
画
質
も
よ

り
細
か
い
精
細
な
も
の
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
数
ミ
リ
程
度
の

小
さ
な
が
ん
を
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

五
條
病
院
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
住
民
の
皆
様
の
命
と
健

康
を
守
る
た
め
、
日
々
の
診
療

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
五
條
病
院
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

切り取って保管しましょう

▼午前９時から午後４時まで

▼保険証を持参してください

▼診療は急病患者の応急処置に限ります

★応急を要する
　軽易な内科と小児科の診療
　五條市応急診療所
　☎２４・００９９
　（本町３丁目１－１３）
▼診療日時　土・日・祝日
　午後６時～午前０時 
　受付：午後 11時 30分まで

７月・８月  五條市休日救急診療（在宅当番医制）医師当番表

■問合先　保健福祉センター　本庁 ( 内線２９０)

県立五條病院中央放射線部　 ☎２２・１１１２

五條病院からのお知らせ

カルムのひろば

X線CT装置が新しくなりました

７月６日（日） １３日（日） ２０日（日） ２１日（月） 

今井２丁目２－１２ 

岩井内科 
☎２６・１２１２ 

須恵２丁目６－２１ 

足立医院 
☎２５・３９３９ 

岡口１丁目２－２２ 

右馬医院 
☎２２・２２８１ 

須恵 2丁目１－２５ 

山田医院 
☎２２・２０３９ 

２７日（日） 

野原西４丁目４－３ 

中谷内科医院 
☎２２・３６８３ 

診

診

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

「
何
と
な
く
調
子
が
悪
い
」「
眠
れ
な
い
」「
ゆ
う
う
つ
な
気
分
」

　

こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
や
家
族
を
対
象
に
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

７
月
７
日
（
月
）、
16
日
（
水
）

８
月
４
日
（
月
）、
27
日
（
水
）

９
月
10
日
（
水
）、
29
日
（
月
）

10
月
６
日
（
月
）、
15
日
（
水
）

11
月
５
日
（
水
）、
17
日
（
月
）

12
月
８
日
（
月
）、
24
日
（
水
）

１
月
７
日
（
水
）、
19
日
（
月
）

２
月
４
日
（
水
）、
23
日
（
月
）

３
月
４
日
（
水
）、
23
日
（
月
）

※
相
談
時
間
は
１
人
約
45
分
。

■
場　

所　

カ
ル
ム
五
條

■
相
談
員　

臨
床
心
理
士

■
費　

用　

無
料

☆
相
談
は
予
約
制
で
す
、
事
前

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

☆
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

本
庁
（
内
線
２
９
０
）保健福祉センタ－（カルム五條）

☎22・4001（内線 289、290）
FAX22・6585

カルム五條では、赤ちゃんからお
年寄りまですべての市民の皆さん
の健康相談を受けつけています。
気軽に利用してください。

８月３日（日） １０日（日） １７日（日） ２４日（日） 

窪町１２６－１ 

前防医院 
☎２２・２０７２ 

五條 1丁目７－５ 

辻田クリニック 
☎２５・４１４５ 

新町２丁目３－８ 

槇野医院 
☎２２・２００４ 

今井４丁目１－１６  

ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ 
☎２５・５５２５ 

３１日（日） 

二見４丁目２－４ 

寒川医院 
☎２２・２１２０ 

親と子のすこやか
料理教室開催します
子どもたちと一緒においしさと

料理の楽しさを発見しよう！

（詳しくは23ページ）
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申
請
方
法
に
つ
い
て

　

お
知
ら
せ
し
ま
す

臨
時
給
付
金

子育て世帯
臨時特例給付金

1月分の

児童手当の受給者
児童手当の所得制限限度額以上の人や生活保護受給者は除く

対象者

子ども１人につき１万円

臨時福祉給付金

住民税の非課税者
課税者の扶養親族や生活保護受給者等は除く

対象者

１人につき１万円
年金や児童扶養手当の受給者は１万５千円

手
続
き
の
流
れ

①
７
月
下
旬

　

市
か
ら
、
各
給
付
金
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
人
に
申
請
書
を
順

次
郵
送
し
ま
す
。

⇒②
申
請
期
間

８
月
１
日
（
金
）
〜

12
月
１
日
（
月
）

①
申
請
書
に
同
封
す
る
記
入
例
を

参
考
に
し
て
、
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
申
請
書
の
記
入
、
必
要
書
類
の

添
付
が
終
わ
っ
た
ら
、
期
間
内

に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。（
切
手
不
要
）

※

臨
時
給
付
金
窓
口
（
市
役
所
開

庁
時
間
）
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

⇒③
支
払
い
（
８
月
中
に
支
給
決
定

し
た
も
の
は
10
月
下
旬
に
支
払
い
）

支
給
決
定
の
後
、
指
定
の
金
融
機
関

の
口
座
に
入
金
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼給付金を受給するには、基準日（平成 26年 1月 1日時点）で住民票があった市町

村で申請をする必要があります。基準日に五條市に住民票のなかった人は、五條市

では申請できません。基準日に住民票のあった市町村に問い合わせてください。

▼受け取ることができるのは、どちらか１つの給付金です。

※

そ
の
他
注
意
事
項

▼
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
申
請
期
限
ま

で
に
申
請
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
臨
時

給
付
金
を
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
書
の
不
備
に
よ
る
振
込
不
能
等
が
原
因

で
、
支
給
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
五
條
市
が

確
認
等
を
行
っ
た
上
で
な
お
必
要
な
修
正
が

で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
申
請
は
取
り
下
げ

ら
れ
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

▼
臨
時
給
付
金
の
支
給
後
に
支
給
対
象
者
の
要

件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
人
、
ま
た
は
偽
り

そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
臨
時
給
付
金
の

支
給
を
受
け
た
人
に
対
し
て
は
、
支
給
し
た

臨
時
給
付
金
（
以
下
「
不
当
利
得
」
と
い
う
。）

の
返
還
を
求
め
ま
す
。

▼
不
当
利
得
が
加
算
分
の
み
で
あ
る
場
合
は
、

支
給
し
た
加
算
分
の
返
還
を
求
め
ま
す
。 

▼
臨
時
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
は
、
譲

り
渡
し
、
ま
た
は
担
保
に
供
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

■
問
合
先

　

五
條
市
臨
時
給
付
金
窓
口

☎
２
２
・
５
０
７
３

　

ま
た
は

☎
２
２
・
５
０
７
４

  

（
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
）

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
。

※

８
月
２
日
（
土
）、
３
日(

日
）

は
上
記
の
時
間
で
受
け
付
け
し

ま
す
。

→

市役所本庁舎

五條小学校

図書館

ハローワーク 税務課

市民課

保険課

児童
福祉課

介護
福祉課

社会
福祉課

→

正面玄関

→

→→出入口

エレベーター

本
庁
舎
１
階

トイレ

企画政策課

地域政策課

出
入
口

16くらしのメモ



国
保

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
税

所
得
の
低
い
人
へ
の

保
険
税
軽
減
措
置
が
拡
充
さ
れ
ま
す

　

前
年
中
の
世
帯
の
所
得
が
基
準
額
を
下
回
っ
た
場
合
、
保
険
税
の
均
等
割
額（
加

入
者
人
数
割
）
と
平
等
割（
世
帯
割
）
が
所
得
に
応
じ
て
軽
減
さ
れ
ま
す
。
今
回
、

次
の
と
お
り
保
険
税
の
軽
減
措
置
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

５割軽減の基準が拡大
▼２人世帯以上が軽減の対象でしたが、単身世帯も対象になりました。

▼軽減対象となる基準額が引き上げられました。

◎改正前　基準額
　33万円＋24.5万円×世帯主を除く被保険者数 以下
　例）夫婦2人、子ども1人で夫の給与収入のみで約147万（所得82万円）以下

◎改正後　基準額
　33万円＋24.5万円×被保険者数 以下
　例）夫婦2人、子ども1人で夫の給与収入のみで約177万円（所得106.5万円）以下

２割軽減の基準が拡大
▼軽減対象となる基準額が引き上げられました。

◎改正前　基準額
　33万円＋35万円×被保険者数 以下
　例）夫婦２人、子ども１人で夫の給与収入のみで約223万円（所得138万円）以下

◎改正後　基準額
　33万円＋45万円×被保険者数 以下
　例）夫婦２人、子ども１人で夫の給与収入のみで約265万円（所得168万円）以下

保険税の課税限度額を引き上げます

 医療保険分 後期高齢者支援金分 介護保険分 

改正前 ５１万円 １４万円 １２万円 

改正後 ５１万円 １６万円（＋２万円） １４万円（＋２万円） 

■
問
合
先

　

保
険
課
保
険
税
係

　

本
庁
（
内
線
２
６
６
）

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

助
成
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

保
険

◎
小
学
生
の
場
合

　

受
給
資
格
証
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。（
２
月
初
旬
に
該
当
者

に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。届

い
て
い
な
い
場
合
は
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。）

▼
県
内
の
医
療
機
関
を
受
診

　

こ
ど
も
の
保
険
証
と
受
給
資
格

証
を
病
院
・
薬
局
窓
口
で
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
県
外
の
医
療
機
関
を
受
診

　

保
険
課
に
次
の
も
の
を
持
参
し
、

助
成
金
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

①
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

②
受
給
資
格
証

③
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

④
領
収
書

◎
中
学
生
の
場
合

※

入
院
の
み
手
続
き
が
必
要

▼
県
内
の
医
療
機
関
に
入
院

　

保
険
課
に
次
の
も
の
を
持
参
し

「
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
」の

交
付
を
受
け
て
医
療
機
関
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

①
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

②
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

③
振
込
先
口
座
番
号
が
わ
か
る
も

の
▼
県
外
の
医
療
機
関
に
入
院

　

一
旦
医
療
機
関
に
入
院
費
用
を

支
払
い
、保
険
課
に
次
の
も
の
を

持
参
し
て
助
成
金
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

①
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

②
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

③
振
込
先
口
座
番
号
が
わ
か
る
も

の
④
領
収
書

⑤
高
額
療
養
費
の
支
給
決
定
通
知

（
加
入
し
て
い
る
保
険
者
か
ら
支
給
さ
れ

た
場
合
）

■
問
合
先　

保
険
課
福
祉
医
療
係　

本
庁（
内
線
３
７
３
、３
９
３
）

　

４
月
１
日
か
ら
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
の
受
給
対
象
者
が
拡
大
さ

れ
、
小
学
生
の
入
院
・
通
院
、
中
学

生
の
入
院
費
用
も
助
成
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
助
成
を
受
け
る
に
は

次
の
と
お
り
手
続
き
が
必
要
で
す
。
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平
成
26
年
８
月
１
日
か
ら

使
用
す
る
新
し
い
保
険
証
（
被

保
険
者
証
）
を
、
７
月
中
旬

に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
右
上
の

有
効
期
限
が
「
平
成
27
年
７

月
31
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
保
険
料
決
定
通
知
を

７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
普
通
徴
収

で
保
険
料
を
納
付
す
る
場
合
や
年
金
天

引
き
が
す
ぐ
に
開
始
で
き
な
い
場
合
は
、

納
付
書
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
・
支
所
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※

保
険
料
は
平
成
25
年
中
の
所
得
に
基

づ
い
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療

　

保
険
料
の
決
定
通
知
を
郵
送
し
ま
す

▼
後
期
高
齢
者
医
療

　

被
保
険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

▼
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
外
来

診
療
や
入
院
時
の
入
院
費
用
、
食
事
代

を
減
額
で
き
る
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
保
険
証　

②
印
鑑

※

認
定
証
の
交
付
は
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
が
条
件
で
す
。
課
税
世
帯
と
な
っ
た

場
合
は
認
定
が
取
り
消
さ
れ
ま
す
。

※

昨
年
か
ら
引
き
続
き
認
定
さ
れ
た
人
に

は
申
請
な
し
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

※

８
月
１
日
以
降
に
、
新
た
に
認
定
証
の

交
付
を
受
け
る
場
合
は
保
険
課
へ
の
申

請
が
必
要
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、

保
険
料
決
定
通
知
を
郵
送
し
ま
す

後
期
高
齢

■
問
合
先

　

保
険
課

　

本
庁
（
３
９
３
、
３
７
３
）　

国
保

新
し
い

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証

を
郵
送
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
70
歳
以

上
75
歳
未
満
の
人
で
高
齢
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
人
に
、
新
し
い
高
齢
受

給
者
証
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

８
月
以
降
に
医
療
機
関
に
か
か
る
と

き
は
、
郵
送
さ
れ
た
高
齢
受
給
者
証

を
保
険
証
と
一
緒
に
医
療
機
関
の
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
現
役
並
み
所
得
者
の
人
は
「
３
割
」

負
担
で
す
。

▼
現
役
並
み
所
得
者
以
外
の
人
は

「
２
割
」
負
担
で
す
。（
た
だ
し
、

昭
和
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
は
「
１
割
」
負
担
に
据
え

置
か
れ
て
い
ま
す
。）

国
保

国
民
健
康
保
険

▼
限
度
額
適
用
認
定
証

▼
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す

　

現
在
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、

平
成
26
年
７
月
31
日
で
す
。
引
き
続

き
認
定
証
が
必
要
な
人
や
新
規
で
交

付
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
と
お

り
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
に
認
定
証
を
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、窓
口
で
の
支
払
額（
保

険
適
用
分
）
が
高
額
療
養
費
の
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
入

院
時
の
食
事
代
に
つ
い
て
も
減
額
さ

れ
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
保
険
証　

②
印
鑑

③
現
在
認
定
証
の
あ
る
人
は
認
定
証

※

平
成
27
年
１
月
か
ら
の
制
度
改
正
に

と
も
な
い
、
新
し
い
認
定
証
の
有
効

期
限
は
平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で
で

す
。
そ
れ
以
降
も
認
定
証
が
必
要
な

場
合
は
申
請
時
に
窓
口
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

国
保

新
し
い
国
民
健
康
保
険

特
定
疾
病
療
養
受
療
証

を
郵
送
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
の
特
定
疾

病
療
養
受
療
証
の
有
効
期
限

は
平
成
26
年
７
月
31
日
ま
で

で
す
。
新
し
い
特
定
疾
病
療

養
受
療
証
を
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

※

昭
和
18
年
７
月
31
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
の
受
療
証

の
有
効
期
限
は
、
75
歳
の

誕
生
日
の
前
日
で
す
。

■
問
合
せ
先　

保
険
課

　

本
庁（
内
線
２
６
７
、
３
６
７
）

吉野川や支川の河川敷で

吉野川マナーアップ

キャンペーンを開催します
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介
護
保
険

平
成
26
年
度
の

介
護
保
険
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

保
険
料
の
決
ま
り
方

　

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
介
護
保
険
料
は
、介
護
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
な
ど
か
ら
算
出
し
た
「
基
準
額
」
を
も
と
に
、
世
帯
の

所
得
に
応
じ
て
、
次
の
表
の
よ
う
に
、
第
１
段
階
か
ら
第
10
段
階
ま
で
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
基
準
額
は
平
成
25
年
度
と
同
額
で
す
）

平成２６年度の五條市の「基準額」は、
年額６１，２００円（月額５，１００円）です。

所得段階 対象者 保険料（年額） 

第１段階 
生活保護及び世帯全員が住民税非課
税で老齢福祉年金を受給している人 

基準額×０．５０ 

＝３０，６００円 

第２段階 
世帯全員が住民税非課税で、前年の合
計所得金額と課税年金収入額の合計
が８０万円以下の人 

基準額×０．６０ 

＝３６，７２０円 

第３段階 
世帯全員が住民税非課税で、前年の合
計所得金額と課税年金収入額の合計
が１２０万円以下の人 

基準額×０．７０ 

＝４２，８４０円 

第４段階 
世帯全員が住民税非課税で、第２段階
と第３段階に該当しない人 

基準額×０．７５ 

＝４５，９００円 

第５段階 

世帯の誰かに住民税が課税されてい
るが、本人は住民税非課税で前年の合
計所得金額と課税年金収入額の合計
が８０万円以下の人 

基準額×０．８０ 

＝５５，０８０円 

第６段階 
世帯の誰かに住民税が課税されてい
るが、本人は住民税非課税で第５段階
に該当しない人 

基準額×１．００ 

＝６１，２００円 

第７段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得
金額が１９０万円未満の人 

基準額×１．２５ 

＝７６，５００円 

第８段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得
金額が４００万円未満の人 

基準額×１．５０ 

＝９１，８００円 

第９段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得
金額が８００万円未満の人 

基準額×１．７５ 

＝１０７，１００円 

第10段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得

金額が８００万円以上の人 

基準額×２．００ 

＝１２２，４００円 

■
問
合
先

　

介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

本
庁
（
内
線
２
９
４
、
４
０
０
）

保
険
料
の
納
め
方

年
金
が

年
額
18
万
円
以
上
の
人

年
金
が

年
額
18
万
円
未
満
の
人

年
金
か
ら
天
引
き

　
　
（
特
別
徴
収
）

　

年
金
の
定
期
払
い
（
年
６
回
）
の

際
に
、
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
差
し

引
か
れ
ま
す
。（
年
度
途
中
で
65
歳
に

な
っ
た
人
や
市
外
か
ら
転
入
し
た
人

は
、
す
ぐ
に
特
別
徴
収
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
納
付
書
等
で
の
納
付
〈
普
通

徴
収
〉
と
な
り
ま
す
。）

⇒

納
付
書
等
で
納
め
る

　
　
　
（
普
通
徴
収
）

　

介
護
福
祉
課
か
ら
送
付
す
る
納
付

書
で
個
別
に
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

（
年
８
回
。
納
付
場
所
は
市
指
定
の
金

融
機
関
ま
た
は
介
護
福
祉
課
、
各
支

所
の
窓
口
で
す
）

⇒

※

口
座
振
替
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

食��示���	
����
食��示����

☎������������
　食品表示は消費者が食品を購入するときに役立つ情
報です。食品の偽装表示や不審な表示に関する情報・問
合せは、近畿農政局奈良地域センターの「食品表示110
番」で受け付けています。
■問合先　近畿農政局奈良地域センター表示・規格担当

７月２１日（月）～８月３１日（日）

吉野川や支川の河川敷で吉野川や支川の河川敷で

吉野川マナーアップ吉野川マナーアップ

キャンペーンキャンペーンを開催しますを開催します
吉野川は奈良県の大事な資源です。ゴミの持ち帰
りなどマナーの向上を心がけ、美しい吉野川を守
りましょう。
■問合先　奈良県環境政策課
　　　　　☎０７４２・２７・８７３７

美しい
河川を守ろう！

19 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



行
政
全
般
の
意
見
や
要
望
は

行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

行
政
相
談
と
は
国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
受
け

付
け
、
公
正
・
中
立
の
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
そ
の

解
決
や
国
民
の
声
を
行
政
制
度
の
改
善
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん

が
行
政
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
意
見
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相談日程

 五 條 地 区 西 吉 野 地 区 

相談日 毎週水曜日 

８月２１日（木） 

１０月１６日（木） 

１２月１８日 (木) 

２月１９日（木） 

相談時間 午後１時～４時 午前１０時から正午 

相談会場 市立福祉センター 西吉野支所 

相談委員 下村房夫、津田礼子 安満忠英 

問 合 先 ☎24・2200 
☎33・0301（相談日以

外☎34・0059） 

■問合先　地域政策課　本庁（内線２３６）

５
万
人
の
森
公
園 

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

　

五
條
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
公
共
施
設
の
効
率
的
な

運
営
の
た
め
、
一
部
の
公
共
施
設

の
運
営
を
指
定
管
理
者
に
委
託
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
現
在
の

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
が
満
了

と
な
る
た
め
、
新
た
に
指
定
管
理

者
を
募
集
し
ま
す
。

■
名
称 

５
万
人
の
森
公
園

　
　
（
北
山
町
９
３
０
番
地
の
１
）

■
面
積　

８
．
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

■
申
請
書
類
の
提
出
締
切

　

８
月
28
日
（
木
）
午
後
４
時

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

公
園
緑
地
課

　

本
庁
（
内
線
４
０
３
）

五
條
市
長
の

資
産
等
の
概
要
を
公
開
し
ま
す

　

政
治
倫
理
の
確
立
の

た
め
の
五
條
市
長
の
資

産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
に
基
づ
き
、
五
條

市
長
が
新
た
に
有
す
る

こ
と
と
な
っ
た
資
産
や

昨
年
の
所
得
の
概
要
を

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
問
合
先　

秘
書
課

　

本
庁
（
内
線
２
０
２
）

「
五
條
市
政
治
倫
理
条
例
」

　

五
條
市
で
は
市
長
・
副
市
長
・
教

育
長
・
市
議
会
議
員
に
は
、
本
人
や

２
親
等
以
内
の
親
族
が
経
営
し
て
い

る
企
業
の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
、

こ
れ
ら
企
業
等
に
対
し
、
市
な
ど
と

の
契
約
を
辞
退
さ
せ
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

広
報
五
條
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し

た
以
降
、副
市
長
か
ら
「
誓
約
書
」、「
関

連
企
業
報
告
書
」、
議
員
か
ら
も
１
社

の
「
辞
退
届
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
合
先　

企
画
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
２
８
６
）

■新たに有することとなった資産

※昨年 1年間でに新たに保有し、平成 25年 12月 31日
現在で有する資産をお知らせしています。

土 地 

▼西吉野町城戸４０８―１ 
  外 20件 

▼固定資産税課税評価額（総額） 

 ３, ７２５, ６０１円 

▼総面積 １７,１７１㎡ 

■平成 25年の所得

 

 

給与所得 
 ８, ３３２, ７９９円 
 （五條市長給与） 

不動産所得 
 １, ６２８, ７００円

 （借地収入） 

20くらしのメモ



■
申
請
・
問
合
先

　

保
険
課
福
祉
医
療
係

　

本
庁
（
内
線
３
９
３
）

　

医
療
費
助
成
制
度
の
受
給
資
格
は
７
月
31
日
で
満
了
し
ま
す
。
引
き
続

き
該
当
す
る
皆
さ
ん
に
は
申
請
書
類
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
内
容
を
確
認

し
て
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
７
月
中
に
申
請
し
た
人
の
う
ち
、

該
当
者
に
医
療
費
受
給
資
格
証

を
発
行
し
ま
す
。（
重
度
心
身
障

害
老
人
等
医
療
制
度
は
資
格
証

は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。） 

※

更
新
手
続
き
を
し
な
い
と
、
８

月
１
日
か
ら
制
度
の
適
用
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
住
所
・
氏
名
・
加
入
医
療
保
険

等
の
変
更
が
あ
れ
ば
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

▼
８
月
１
日
以
降
の
受
給
資
格
は

平
成
25
年
中
の
所
得
で
判
定
し

ま
す
。
申
告
が
ま
だ
の
場
合
は

所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
ど
も
医
療
も
毎
年
保
護
者
の

所
得
確
認
が
必
要
で
す
。

　

受
給
対
象
者
に
該
当
し
、
新
た

に
医
療
費
助
成
を
希
望
す
る
場
合

は
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
申
請
方
法
、
必
要
書
類
、
所

得
要
件
等
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※こども医療以外は所得制限があります。福祉医療制度の対象者

制度名     

子ども医療 
  

 

心身障害者医療 
 １歳以上７５歳未満で、身体障害者手帳１・２
級または奈良県発行の療育手帳Ａ１・ Ａ２を持
っている人 

 

ひとり親 
家庭等医療 

 

 ① 

 
 ② 上記①の児童を扶養している配偶者のいない

父または母 
③ 父母ともにいない児童 
④ 上記③の児童を養育している配偶者のいない
祖父、祖母、兄または姉等 

 重度心身障害 
老人等医療 

後期高齢者医療制度に該当する人のうち、身体
障害者手帳１・２級または奈良県発行の療育手帳
Ａ１・Ａ２を持っている人 

　０歳から中学生（卒業する 3月 31日まで）の
子ども　※中学生は入院のみ

配偶者のいない父または母に扶養されている
１８歳までの児童（18歳になってから最初の
３月 31日までの児童を含みます）

受給対象者

新
た
に
申
請
す
る
場
合

！

！

福
祉
医
療
費
助
成

更
新
・
新
規
申
請

を
受
け
付
け
ま
す

■
注
意
事
項

▼
３
／
４
納
付
、
半
額
納
付
、
１

／
４
納
付
の
承
認
を
受
け
た
場

合
、
そ
の
一
部
の
保
険
料
を
納

付
し
な
い
と
、
そ
の
期
間
は
保

険
料
未
納
期
間
と
な
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
平

成
26
年
度
の
保
険
料
額
は
１
５
２
５
０
円
）

■
免
除
申
請

　

７
月
１
日
（
火
）
か
ら
受
付
し

ま
す
。
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※

前
年
の
所
得
を
審
査
し
ま
す
。

結
果
は
後
日
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
承
認
期
間　

７
月
〜
翌
年
６
月

▼
前
年
度
に
全
額
免
除
・
納
付
猶

予
が
承
認
さ
れ
、
継
続
申
請
の

申
し
出
を
し
た
人
は
申
請
は
不

要
で
す
。（
所
得
申
告
は
必
要
）
た

だ
し
、
失
業
又
は
震
災
等
に
よ
る

損
害
を
受
け
た
こ
と
を
理
由
と

し
た
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
ま

た
は
一
部
納
付
の
場
合
は
、
毎

年
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

▼
免
除
を
受
け
て
い
た
期
間
は
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険

料
を
納
付
（
追
納
）
で
き
ま
す
。

追
納
す
る
場
合
は
納
付
書
の
再

発
行
が
必
要
で
す
の
で
、
次
の

窓
口
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

７
月
か
ら
受
付

国
民
年
金
の
免
除
申
請
は

　

早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う

保
険

年
金

■
申
込
・
問
合
先

▼
市
民
課
年
金
係　

本
庁
（
２
６
８
）

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所　

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１
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夏休み
楽しい講座・イベントが盛りだくさんです

夏休みの
自由研究に

親子の
思い出づくりに

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

竹
を
使
っ
た
工
作
と

　
　
　

レ
イ
ン
ツ
リ
ー
作
り

　

親
子
で
一
緒
に
竹
の
工
作
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

７
月
26
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
保
護
者
と
小
・
中
学

生
（
先
着
20
組
）

■
テ
ー
マ　

竹
を
使
っ
た
工
作
と

レ
イ
ン
ツ
リ
ー
作
り

■
参
加
費　

親
子
２
人
１
組
３
０

０
円
（
子
ど
も
一
人
増
で
３
０

０
円
加
算
）

■
指
導
者　

池
田 

武
史
先
生

（
竹
工
作
の
会
会
長
）

■
持
ち
物　

な
し 

■
申
込
方
法　

７
月
19
日
（
土
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

五
條
市
「
ゴ
ー
カ
ス
タ
ー
」

　
　
　
　
　

マ
ス
コ
ッ
ト
作
り

　

親
子
で
五
條
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

■
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

■
持
ち
物　

花
ば
さ
み

※

子
ど
も
だ
け
で
も
参
加
可
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
を
作
ろ
う

　

親
子
で
一
緒
に
料
理
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
２
日
（
土
）

　

 

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
12
組
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
保
護
者
と

小
・
中
学
生)

■
メ
ニ
ュ
ー　

ピ
ザ
風
ビ
ッ
グ
ハ

ン
バ
ー
グ
、
ホ
エ
ー
ピ
ラ
フ
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
カ
レ
ー
デ
ィ
ッ
プ

と
温
野
菜

■
指
導
者　

足
立
敦
子
先
生
（
料

理
研
究
家
、『
A
B
C
ラ
ジ
オ　

ド

ッ
キ
リ
ハ
ッ
キ
リ
三
代
澤
康
司
で

す
。』
火
曜
日
レ
ギ
ュ
ラ
ー
） 

■
参
加
費　

親
子
１
組
７
０
０
円

（
子
ど
も
１
人
増
で
３
０
０
円

加
算
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
タ
オ
ル
、
ふ
き
ん
、
筆
記

用
具
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器

■
申
込
方
法　

７
月
19
日
（
土
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

夏
休
み
親
子
茶
道
教
室

　

あ
い
さ
つ
の
仕
方
、
お
茶
の
い

た
だ
き
方
な
ど
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
４
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
15
組
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
保
護
者
と

小
・
中
学
生
）

■
指
導
者　

五
條
市
茶
華
道
協
会

■
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

■
持
ち
物　

白
い
靴
下

■
締
切　

７
月
28
日
（
月
）

※

子
ど
も
だ
け
で
も
参
加
可
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

夏
休
み
親
子
華
道
教
室

　

身
近
な
草
花
を
使
っ
て
自
然
に

親
し
み
、
実
技
を
通
し
て
生
花
の

伝
統
文
化
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
７
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
15
組
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
保
護
者
と

小
・
中
学
生
）

■
締
切　

７
月
28
日
（
月
）

■
指
導
者　

五
條
市
茶
華
道
協
会

講　

座

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
21
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
保
護
者
と
小
・
中
学

生
（
先
着
20
組
）

■
参
加
費　

親
子
２
人
１
組
４
０

０
円
（
子
ど
も
１
人
増
で
４
０

０
円
加
算
）

■
指
導
者　

五
條
市
地
区
婦
人
会

■
持
ち
物　

な
し

■
申
込
方
法　

８
月
14
日
（
木
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

五
條
文
化
博
物
館

　

夏
休
み
子
ど
も
体
験
講
座

　

夏
休
み
の
思
い
出
に
、
博
物
館

で
歴
史
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

◎
第
１
回
「
和
本
を
つ
く
ろ
う
」

　

日
本
の
伝
統
的
な
和
本
を
つ
く

っ
て
、
自
分
だ
け
の
絵
日
記
を

か
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
９
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◎
第
２
回
「
古
代
の
ア
ク
セ
サ
リ

ー
を
つ
く
ろ
う
」

　

古
代
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
ガ
ラ
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午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
小

学
生
・
各
回
20
人 

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物

　

夏
休
み
の
宿
題
、
勉
強
道
具

■
申
込
締
切　

８
月
18
日
（
月
）

※

電
話
で
の
申
込
も
可
能
で
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

特
別
企
画　

夏
休
み
子
ど
も
民
泊

　

年
齢
の
異
な
る
子
ど
も
た
ち
と

ふ
れ
あ
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
高
め
、
家
族
へ
の
感
謝

や
自
立
心
を
養
い
ま
す
。

■
日
時

　

８
月
９
日
（
土
）、
10
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜
翌
日
午
前
11
時

■
会
場　

中
央
公
民
館

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
小

学
３
〜
６
年
生
（
先
着
30
人
）

■
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料

費
等
）

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
、
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
タ
オ
ル
、

お
風
呂
セ
ッ
ト
、
洗
顔
セ
ッ
ト
、

着
替
え
、
下
着
、
帽
子

■
申
込
方
法　

７
月
25
日
（
金
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

　

本
庁
（
内
線
２
９
０
）

市
立
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
を
さ
が
せ

　

大
阪
湾
内
や
和
歌
山
近
海
で
と

れ
た
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
の
中
か
ら
、

タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
や
タ
チ
ウ
オ
、

ニ
ジ
ギ
ン
ポ
、
タ
コ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
生
物
を
探
し
出
そ
う
。

■
日
時　

７
月
28
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象
者　

小
学
生

■
材
料
費　

２
０
０
円

※

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先

　

市
立
図
書
館
（
水
曜
休
館
）

☎
２
２
・
４
１
３
３

特
別
企
画　

夏
休
み
短
期
寺
子
屋

　

夏
休
み
の
宿
題
の
や
り
残
し
や

自
由
研
究
の
仕
上
げ
な
ど
、
子
ど

も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
指
導
員
と

共
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
（
３
日
間
）

　

８
月
20
日
（
水
）
〜
22
日 

（
金
）

▼
午
前
の
部

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

▼
午
後
の
部

■
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
か
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
３
２
・
９
０
１
０　

anounosato-m
useum

@
kcn.jp

親
と
子
の
す
こ
や
か
料
理
教
室

　

料
理
教
室
で
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
お
い
し
さ
と
料
理
の
楽
し
さ

を
発
見
し
ま
せ
ん
か
。
わ
い
わ
い

楽
し
く
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
５
日
（
火
）　

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
子

ど
も
と
保
護
者
（
小
学
４
年
生

以
上
は
１
人
で
も
参
加
可
）

■
献
立　

枝
豆
お
に
ぎ
り
、
肉
だ

ん
ご
、
フ
ル
ー
ツ
か
ん
、
ご
ぼ

う
と
コ
ー
ン
の
サ
ラ
ダ

■
定
員　

30
人

■
指
導
者

　

五
條
市
食
生
活
改
善
推
進
員

■
参
加
費　

大
人
５
０
０
円
、
子

ど
も
３
０
０
円
（
食
材
料
費
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

（
髪
を
覆
う
物
で
あ
れ
ば
可
）

■
申
込
締
切　

７
月
22
日
（
火
）

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ス
玉
と
ま
が
玉
づ
く
り
に
挑
戦
。

■
日
時　

８
月
23
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
対
象
者　

保
護
者
と
小
・
中
学
生

■
定
員　

各
回
先
着
15
人

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費

等
）

※

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

五
條
文
化
博
物
館

☎
２
４
・
２
０
１
１

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　

夏
休
み
子
ど
も
あ
の
う
塾

　

歴
史
の
里
賀
名
生
で
、
夏
休
み

の
思
い
出
を
形
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

◎
第
１
回
「
ド
キ
ド
キ
土
器
づ
く

り
！
」

　

古
代
の
土
器
づ
く
り
に
挑
戦
。

■
日
時　

７
月
26
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◎
第
２
回
「
竹
の
オ
モ
チ
ャ
を
つ

く
ろ
う
！
」　

昔
な
つ
か
し
い

竹
と
ん
ぼ
や
水
鉄
砲
を
作
ろ
う

■
日
時　

８
月
９
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
対
象
者　

保
護
者
と
小
・
中
学
生

■
定
員　

各
回
先
着
20
組

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費

等
）
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込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

夏
休
み
親
子
わ
く
わ
く

　
　
　
　
　

森
林
浴
体
験

　

親
子
で
森
林
浴
を
体
験
し
、
夏

の
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

８
月
23
日
（
土
）

　

午
前
９
時
現
地
集
合
（
午
後
１
時

半
解
散
予
定
。
雨
天
決
行
。
）

■
場
所　

吉
野
町
運
動
公
園
（
吉

野
町
山
口
９
１
０
）
駐
車
場
有
。

■
対
象　

小
・
中
学
生
と
保
護
者

　

先
着
20
組

■
内
容　

親
子
で
ハ
ン
モ
ッ
ク
体

験
、
水
辺
で
の
遊
び
、
セ
ラ
ピ

ー
弁
当
、
森
の
中
で
テ
ィ
ー
タ

イ
ム

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
①
氏
名　

②
住
所　

③
電
話
番
号　

④
年
齢
（
学

年
）
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　

７
月
22
日
（
火
）

■
主
催

　

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会

■
申
込
・
問
合
先　

公
園
緑
地
課

　

本
庁
（
内
線
４
０
２
）

　
fax
２
４
・
４
６
２
６

23



第２ヴァイオリン 庄野萌 ヴィオラ 井迫美貴 チェロ 南口真耶

第１ヴァイオリン エリック・ロベレヒト

川
柳
作
家
た
ち
の
直
筆
の
は
が
き
作
品
は

「
葉
書
あ
る
ば
む
」
に
ま
と
め
ら
れ
、
可

笑
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
風
雅
を
詠
む
川

柳
の
妙
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
記

念
帳
」
に
は
栗
山
祥
作
氏
、
来
田
掃
雲
氏
、

林
平
造
氏
、
大
西
勝
氏
、
柳
川
守
氏
ら
五

條
に
関
わ
る
方
々
の
書
画
が
残
さ
れ
、
五

條
の
文
化
の
質
の
高
さ
に
目
を
見
張
る
ば

か
り
で
す
。
思
案
坊
は
ま
た
五
條
の
「
文

台
節
」
を
保
存
す
る
活
動
も
し
て
い
ま
し

た
。
文
台
節
に
つ
い
て
は
「
い
ず
れ
京
都

あ
た
り
か
ら
来
た
志
士
達
が
作
曲
（
節
付
）

し
て
唄
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。」
と
書
き
、

全
国
の
民
謡
に
例
の
な
い
節
回
し
で
あ
る

こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
か
ら
９
月
ま
で
、
藤
岡
家
住
宅
で

は
櫻
井
思
案
坊
展
を
開
催
し
、
そ
の
作
品

と
交
流
の
足
跡
を
巡
り
な
が
ら
五
條
の
川

柳
の
文
化
を
振
り
返
り
ま
す
。　　
　
　

〜
思
い
出
ハ
み
な
美
し
い
も
の
ば
か
り
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思
案
坊

　
　
（
文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村
優
理 

毎週月曜日休館 （月曜が祝日の場合は翌日） 入館料 （大人３００円、小人２００円）　■藤岡家住宅　☎22・４013 （近内町５２６）

　

川
柳
が
ブ
ー
ム
に
な
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
川
柳
を
は
じ
め
川
柳
の
コ
ン
テ
ス
ト
や

本
も
た
く
さ
ん
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
現
代
の
川
柳
は
、
主
に
滑
稽
と
風

刺
を
意
図
し
て
作
ら
れ
、
大
い
に
笑
わ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
五
條
に
は
、
大

正
時
代
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
川

柳
作
家
、
櫻
井
思
案
坊
が
い
ま
し
た
。
思

案
坊
は
、
薬
商
・
書
店
を
営
み
な
が
ら
川

柳
の
普
及
に
努
力
し
、
五
條
あ
か
ね
川
柳

会
を
創
設
し
て
、
奈
良
県
川
柳
連
盟
の
設

立
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
４

８
年
か
ら
昭
和
６
０
年
ま
で
は
、
朝
日
新

聞
「
大
和
柳
壇
」
の
選
者
と
し
て
、
後
進

の
育
成
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
思
案
坊
に

師
事
し
て
い
た
一
人
に
高
名
な
画
家
、
花

野
五
壌
氏
も
い
ま
す
。
五
壌
氏
の
柳
名
は

朝
寝
坊
。
軽
妙
な
筆
致
の
絵
画
に
自
身
の

川
柳
を
添
え
た
作
品
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
「
川
柳
大
相
撲
」
と
い
う
川
柳

大
会
の
記
録
に
は
、
五
條
の
人
た
ち
の
名

前
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
岸
本

水
府
や
森
紫
苑
荘
な
ど
日
本
を
代
表
す
る

見取り図案内其の六六　　

「五條市の川柳文化」

◎展示案内　９月30日（火）まで
▼川柳作家　櫻井思案坊展
▼松下光宏のミニチュアストリ
ート 五條市のミニチュア展示

◎イベント案内
▼７月５日（土）午後１時半～
　コカリナと朗読の七夕コンサ
ート

▼風蘭展示

「
ふ
る
さ
と
は
よ
し
山
の
色
水
の
味
」　

文
字
と
絵
も
思
案
坊

in 藤岡家住宅

■日時　７月13日（日）　午後２時～

■会場　「藤岡家住宅」近内町５２６
※入館料（大人３００円・小人２００円）のみで
観賞できます。
■出演
▼エリック・ロベレヒト（第１ヴァイオリン）ベルギー王立モネ歌劇場アシスタントコンサー

トマスター。ブリュッセル王立音楽院室内楽教授。

▼庄野萌（第２ヴァイオリン）ブリュッセル王立音楽院修士課程卒業。

▼井迫美貴（ヴィオラ）ブリュッセル音楽院 postgraduate課程在籍中。

▼南口真耶（チェロ）　第16回アジア国際 フェスティバル室内楽入賞。

■問合先　藤岡家住宅　☎２２・４０１３

ベルギー弦楽カルテット
サマーコンサート

蓮
の
観
察
会
と
流
し
そ
う
め
ん

　
「
五
條
市
花
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
」
で
育
て
た
蓮
の
花
を
皆
で

観
察
し
ま
し
ょ
う
。

　

流
し
そ
う
め
ん
も
行
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
19
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
参
加
費 

無
料

■
持
ち
物 

お
茶
、
タ
オ
ル
、
そ

う
め
ん
に
合
う
お
か
ず
一
品

（
１
人
分
）

■
定
員　

先
着
20
人

■
場
所　

生
蓮
寺

　
（
二
見
７
丁
目
４―

７
）

■
申
込
締
切　

７
月
10
日（
木
）

■
申
込
・
問
合
先　

生
蓮
寺

☎
２
２
・
２
２
１
８

こ
っ
け
い

さ
く
ら
い
し
あ
ん
ぼ
う

あ
さ
ね
ぼ
う

す
い
ふ

し
お
ん
そ
う

ぶ
ん

だ
い
ぶ
し

ふ
し
つ
け

24イベント案内／おしらせ



広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

8/15（金）
開催します

市
民
が
集
う
、
ふ
る
さ
と
の
祭
り

吉
野
川
祭
り

第
43
回

　

五
條
市
が
全
国
に
誇
る
夏
の
風
物
詩
、
吉
野

川
祭
り
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ

て
い
る
地
域
の
祭
り
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
大
な
る
支
援
に
支
え
ら

れ
、
今
年
で
43
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
吉
野
川
祭
り
は
、
皆
さ
ん
の
協
賛
金
に

よ
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
、
全
国
に
発
信
し
ま
し
ょ

う
。

第
43
回
吉
野
川
祭
り
実
行
委
員
会
一
同

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
止
�

　

会
場
内
お
よ
び
周
辺
（
堤
防
上
も

含
む
）
の
事
前
の
場
所
取
り
は
、
会

場
設
営
準
備
や
歩
行
者
通
行
等
の
妨

げ
と
な
り
ま
す
の
で
禁
止
し
ま
す
。

�
�
�
�
� 

�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
!
"

　

花
火
を
家
族
や
友
人
と
じ
っ
く
り

楽
し
み
た
い
皆
さ
ん
に
、
今
年
も
約

２
０
０
席
の
有
料
観
覧
席
を
準
備
し

ま
す
。

■
１
区
画
の
料
金
／
広
さ

　

１
万
円
／
２
．
７
ｍ
四
方

■
１
区
画
の
定
員　

大
人
８
人
（
小

学
生
以
下
は
０
．
５
人
換
算
）

■
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
次
の

事
項
を
記
載
し
て
事
務
局
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の

方
法
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
往
信
は
が
き
の
裏
面

　

①
名
前　

②
住
所　

③
電
話
番
号

　

④
有
料
席
希
望
数　

⑤
利
用
人
数
（
予
定
）

▼
復
信
は
が
き
の
宛
名
面

　

ご
自
身
の
住
所
と
名
前
（
受
付
可
否
の
結

果
を
返
送
し
ま
す
。）

※

先
着
順
で
す
。

■
申
込
締
切　

７
月
31
日
（
木
）（
当
日

消
印
有
効
）

■
そ
の
他　

料
金
振
込
方
法
な
ど
の
手

続
き
は
、
申
込
後
に
連
絡
し
ま
す
。

※

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
有
料
観
覧
席
申
込
・
問
合
先　

吉
野
川
祭
り

実
行
委
員
会
事
務
局
（
企
業
観
光
戦
略
課
内
）

　

本
庁
（
内
線
２
１
０
・
２
１
５
）

　

〒
６
３
７―

８
５
０
１

　

五
條
市
本
町
１
丁
目
１―

１

　

場
所
取
り
を
し
て
あ
る
場
合
は
、
会

場
設
営
時
に
撤
去
し
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

！
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た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

森
岡 

武
子
先
生
（
し

ゅ
ん
こ
う
ち
ぎ
り
絵
講
師
）

■
参
加
費　

１
６
０
０
円
（
利
用

団
体
会
費
３
０
０
円
を
含
む
。

今
年
度
ア
ー
ト
講
座
に
参
加
し

た
人
は
材
料
費
の
み
。）

■
持
ち
物　

フ
エ
キ
の
り
、
は
さ

み
、鉛
筆
、筆
、お
し
ぼ
り
、鉄
筆
、

先
の
と
が
っ
た
ピ
ン
セ
ッ
ト
、

め
う
ち
ま
た
は
竹
串
、
広
告
紙

■
申
込
方
法　

７
月
25
日
（
金
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
） 

■
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

地
籍
調
査
成
果

　

登
記
完
了
の
お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
地
籍

調
査
の
成
果
に
よ
り
、
須
恵
１
、

２
丁
目
の
各
一
部
地
域
の
登
記
が

完
了
し
ま
し
た
。
登
記
記
録
な
ど

は
奈
良
地
方
法
務
局
五
條
支
局
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

■
問
合
先　

地
籍
調
査
課

　

本
庁
（
内
線
４
０
５
）

程
度
、
女
性
３
人
程
度

▼
警
察
官
Ｂ（
高
卒
）
男
性
20
人

程
度
、
女
性
３
人
程
度

■
受
験
資
格

▼
警
察
官
Ａ　

昭
和
59
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人

ま
た
は
平
成
27
年
３
月
末
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人

▼
警
察
官
Ｂ　

昭
和
59
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
警
察
官

Ａ
の
条
件
以
外
の
人

■
受
付
締
切

▼
郵
送
（
簡
易
書
留
）
ま
た
は
持

参…

８
月
29
日
（
金
）
ま
で

▼
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら…

　

８
月
25
日
（
月
）
ま
で

■
申
込
・
問
合
先　

奈
良
県
警
察

本
部
警
務
課
採
用
係

☎
０
１
２
０
・
３
５
１
・
２
０
４

　

htt://w
w
w
.police.pref.nara.jp/

ア
ー
ト
講
座
〜
ち
ぎ
り
絵
〜

　

ス
イ
レ
ン
を
ち
ぎ
り
絵
で
作
り

ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
３
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜
５
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住
ま

数
学
、社
会
、作
文
）、口
述
試
験
、

適
性
検
査
、
身
体
検
査

※

採
用
は
平
成
27
年
３
、
４
月
の

予
定
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

自
衛
隊
奈
良
地

方
協
力
本
部
五
條
地
域
事
務
所

☎
２
２
・
３
７
８
９

　

今
井
５
丁
目
１
ー
１
２
サ
ン
タ

ウ
ン
２
階

警
察
官
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

■
一
次
試
験
日

▼
体
力
試
験　

９
月
６
日
（
土
）、

７
日
（
日
）
の
う
ち
１
日

▼
教
養
・
論
文
試
験

　

９
月
21
日
（
日
）

■
採
用
予
定
人
員　

▼
警
察
官
Ａ（
大
卒
）
男
性
20
人

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
募
集

　

次
の
と
お
り
自
衛
官
候
補
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
試
験
日　

８
月
23
日
（
土
）
ま

た
は
24
日
（
日
）
の
う
ち
指
定

す
る
１
日

※

た
だ
し
、
平
成
27
年
３
月
高
等

学
校
卒
業
予
定
者
、
中
等
教
育

学
校
卒
業
予
定
者
の
試
験
は
９

月
16
日
以
降
に
実
施
し
ま
す
。

（
女
子
は
９
月
の
予
定
）

■
試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

■
応
募
資
格　

平
成
27
年
４
月
１

日
現
在
で
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
男
子

■
試
験
種
目　

筆
記
試
験
（
国
語
、

募　

集

講　

座

お
知
ら
せ

担
当
す
る
五
條
本
町
法
律
事
務
所
の
北
本
弁
護
士

五條の弁護士による
無料法律相談

西吉野支所、大塔支所で開催

■開催日・場所
▼毎月第２水曜日
　西吉野支所
▼毎月第４水曜日
　大塔支所
■時間
　10 時～ 12 時
　13 時～ 15 時

予約電話番号

☎２２・８００５

50 分間無料で相談を受けられます

この無料相談は五條本町法律事務所が独自で
行っています。

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

26イベント案内・お知らせ



っ
た
場
合
で
も
、
絶
対
に
お
金

は
支
払
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
被
害
に
あ
い
や
す
い
高
齢
者
の

見
守
り
も
大
事
で
す
。

※

以
前
、
投
資
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ

た
人
に
、
損
失
の
回
復
を
も
ち

か
け
る
勧
誘
の
二
次
被
害
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

※

投
資
ト
ラ
ブ
ル
の
手
口
は
複
雑
、

巧
妙
で
す
。
消
費
生
活
相
談
窓

口
や
警
察
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

本
庁
（
内
線
３
８
６
）

　

毎
週
火
、
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

大
塔
地
区
の
し
尿
く
み
取
り

　

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
直
接

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

７
月
10
日
（
木
）
、
24
日
（
木
）

■
申
込
・
問
合
先

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
㈱
平
和
技
建
（
田
園
３
丁
目
）

▼
西
吉
野
盆
栽
同
好
会

　

代
表　

平　

幸
一

社
会
復
帰
を
支
援
し
、
１
人
で
悩

む
人
や
家
族
を
援
助
す
る
た
め
の

電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☎
０
７
４
２
・
２
０
・
６
０
０
０

　

月
曜
日
〜
土
曜
日
（
祝
祭
日
を

除
く
）、
午
後
１
時
〜
４
時

■
問
合
先　

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
五
條
市
実
施
委
員
会
（
社

会
福
祉
課
）

　

本
庁
（
内
線
２
７
５
）

消
費
者
生
活
相
談
窓
口

　
『
買
え
買
え
詐
欺
』
に
注
意

　

電
話
で
、「
あ
な
た
の
名
前
で

社
債
を
購
入
し
た
。
キ
ャ
ン
セ
ル

手
続
き
を
す
る
」
と
言
い
な
が
ら

お
金
を
だ
ま
し
取
る
『
買
え
買
え

詐
欺
』
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

▼
こ
の
よ
う
な
電
話
は
詐
欺
で
す
。

す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
く
だ
さ

い
。

▼
業
者
と
や
り
と
り
を
し
て
し
ま

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
計
画
期
間

　

平
成
27
年
度
〜
平
成
29
年
度

（
３
年
間
）

■
受
付
期
間

　

７
月
17
日
（
木
）
〜
31
日
（
木
）

※

来
庁
の
際
は
事
前
に
電
話
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
相
談
・
問
合
先　

介
護
福
祉
課

　

本
庁
（
内
線
４
０
０
、
２
９
１
）

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る

　
　
　
　
　
　
　

運
動
強
調
月
間

　

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、

犯
罪
や
非
行
の
無
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。
期
間
中
は
啓
発
活
動
や「
愛

の
善
意
」募
金
運
動
等
を
行
い
ま
す
。

保
護
司
に
よ
る
電
話
相
談

　
「
ひ
ま
わ
り
テ
レ
フ
ォ
ン
相
談
」

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

日
本
赤
十
字
社
か
ら
の
お
願
い

　

災
害
被
災
地
で
の
医
療
救
護
活

動
、
物
資
の
援
助
な
ど
の
活
動
を

支
え
る
寄
付
金
「
赤
十
字
社
資
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
五
條
市
で

は
自
治
会
を
通
じ
て
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
活
動
に
賛
同
し

て
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
自
治
会

ま
た
は
次
の
窓
口
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

日
本
赤
十
字
社
奈
良

県
支
部
五
條
市
地
区
事
務
局

（
社
会
福
祉
課
福
祉
係
内
）

　

本
庁
（
内
線
２
０
９
）

介
護
保
険
対
象
施
設
等

新
規
計
画
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

第
６
期
五
條
市
介
護
保
険
事
業

計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
介
護
保

険
給
付
の
対
象
と
な
る
施
設
等
の

事
業
を
市
内
で
計
画
し
て
い
る
事

業
者
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
相

■問合先
　人権施策課　☎２５・１１３７
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市
民
の
善
意

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４
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　「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

で
し
ょ
う
。
歴
史
は
常
に
新
し

い
。

　

残
念
な
が
ら
、
古
文
書
は
小

判
・
掛
け
軸
・
陶
磁
器
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
「
お
宝
」
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
織
田
信
長
の
よ
う
な

超
有
名
人
の
直
筆
で
あ
れ
ば

「
お
宝
」
に
な
る
の
で
し
ょ
う

が
、
無
名
の
人
が
認
め
た
一
枚

の
紙
片
は
、
確
か
に
「
お
宝
」

と
は
言
い
が
た
い
。
で
も
地
域

の
古
文
書
は
、
今
現
に
生
き
て

　

私
が
市
内
の
古
文
書
を
調
べ
始

め
て
、
早
25
年
余
に
な
り
ま
す
。

古
文
書
の
所
蔵
者
の
ご
厚
意
に
深

甚
な
る
感
謝
の
念
を
抱
き
つ
つ
、

多
く
の
貴
重
な
文
書
を
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
百
年
も

の
長
期
に
わ
た
る
所
持
や
将
来
へ

の
継
承
が
簡
単
で
な
い
の
は
申
す

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
伝
統
の
維

持
と
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

強
い
意
志
の
下
に
実
現
す
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
当
初
担
っ
て
い

た
意
味
の
あ
る
行
為
が
、
時
の
経

過
と
共
に
そ
の
意
義
を
減
少
さ
せ
、

変
容
さ
せ
て
い
く
の
は
当
然
な
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
同
時
に
そ
れ

ら
が
別
の
新
た
な
価
値
を
帯
び
て

く
る
点
も
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い

平成２６年７月発行  第７８９号

発行 五條市

編集 市長公室企画政策課

〒637-8501

奈良県五條市本町 1 丁目 1 番 1 号

☎0747・22・4001

るる
探

を

歴
史を

歴
史

五
條
の

る
探

市
の
動
き

市
の
動
き

人
口 

３
３
５
０
４
人　
　
　

男
１
５
９
７
３
人　
　
　

  

女
１
７
５
３
１
人　

   　
　

世
帯
１
３
７
８
７

　
　

  　

（
▲
３
７
）　
　
　
　
　

   

（
▲
２
２
）　
　
　
　

 　
　

 

（
▲
１
５
）　
　
　
　
　
　

      　

（
▲
８
）

（
５
月
31
日
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

五
條
文
化
博
物
館

新
館
長
『
地
域
へ
の
想
い
』

も
そ
れ
ら
文
書
に
は
満
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

  

こ
う
し
た
過
去
と
対
話
し
な

が
ら
、
郷
土
の
新
鮮
な
魅
力
を

再
発
見
す
る
旅
に
共
に
出
か
け

ま
せ
ん
か
。
当
五
條
文
化
博
物

館
で
は
、
展
覧
会
・
講
演
会
・

古
文
書
教
室
・
夏
休
み
子
ど
も

講
座
な
ど
を
計
画
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
５
イ
ン
チ
乗
用

鉄
道
を
走
ら
せ
る
な
ど
、
市
民

の
皆
様
に
豊
か
に
生
き
る
縁
の

一
つ
を
提
供
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
々
様
の
ご
来

館
を
心
よ
り
お
待
ち
致
し
て
お

り
ま
す
。

　

五
條
文
化
博
物
館
館
長

　
　
　
　
　

藤
井
正
英

～彩りのまち五條～
第９回五條市観光協会主催
フォトコンテスト入選作品紹介 No,4 大西　睦「春の上野公園」

特別賞

た
く
み

江
戸
時
代
の
商
人
、
家

屋
敷
や
寺
社
に
そ
の
匠

と
し
て
の
技
の
冴
え
を

残
し
た
大
工
職
人
、
数

ヶ
村
が
協
同
し
て
新

田
・
新
池
を
開
発
し
稲

作
は
も
ち
ろ
ん
綿
花
・

菜
種
・
櫨
（
ろ
う
そ
く

の
原
料
）
・
た
ば
こ
な

ど
の
栽
培
に
力
を
注
ぐ

村
々
の
百
姓
、
彼
ら
の

姿
に
共
感
に
似
た
感
銘

を
す
ら
覚
え
ま
す
。
狂

歌
・
俳
句
な
ど
多
様
な

文
化
活
動
の
様
子
な
ど

い
る
私
た
ち
の
生
活
環
境
と
直

接
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
吉
野

川
の
水
害
に
ど
う
対
処
し
た
の

か
、
江
戸
時
代
の
村
の
リ
ー
ダ

ー
は
ど
の
よ
う
に
選
出
さ
れ
た

の
か
、
五
條
地
域
の
活
性
化
に

ど
う
取
り
組
ん
だ
の
か
な
ど
、

古
文
書
は
む
し
ろ
私
た
ち
を
取

り
囲
む
地
域
の
歴
史
的
・
社
会

的
環
境
を
生
き
生
き
と
語
っ
て

く
れ
る
宝
で
す
。

　

五
條
の
町
並
み
で
活
動
す
る

さ

し
た
た

は
ぜ

き
ょ
う

か

よ
す
が

館
長
の
藤
井
で
す
。

皆
さ
ん
博
物
館
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

市  民  ご  よ  み
７月５日（土）
 五條市防災訓練
　時間◎８時２０分～
　（詳しくは12ページ）

７月７日（月）・１６日（水）
 眠れない、ゆううつなど心の悩み

 臨床心理士によるこころの健康相談
　場所◎カルム五條
　予約◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

７月９日（水）
税理士による税の無料相談
　場所◎中央公民館
　時間◎13時30分～15時30分

７月１１日（金）　
 人権を確かめあう日

７月２３日（水）
 生活習慣病予防、健康管理、禁煙など

 保健師による各種健康相談
　場所◎カルム五條
　申込◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

毎週火・木曜日
 悪質商法や多重債務などの相談

 消費生活・多重債務相談
　時間◎１０時～１５時
　場所◎第２分庁舎３階

納税には口座振替のほか、コンビニ
エンスストアでも納付できます。
■問合先　保険課　 本庁（内線 266）

７月は
国民健康保険税全期・第１期
納期限は７月 31 日（木）まで

提出がないと提出がないと
６月分以降の６月分以降の
手当が受けられません手当が受けられません
■提出・問合先
　児童福祉課　本庁（内線 366）
　西吉野支所、大塔支所

児童手当児童手当

の現況届の現況届
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